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雜高級デッキなみの操作感党フェザータッチ參2モーターシステムが可能じ 
した高精度回転ワウ•フラッタ ー0.06%( W . R . M . S ) •メタルテープの性能を 
フルに引き出すメタル巧旅ヘッド搭載♦曲の頭出し思いのまま、繰り返し 
聞けるリピートデジタル選曲機構♦テープを初めから終わりまで繰り返し 
自動演奏する才ートリワインドプレイ機梧 

■ 2 ウェイ. 4スピーカーシステム 06cm ウ ー/、一X2+5 加ツイーター X2) •巧用ち大巧力 I0W(5W+5W) 
EIAJ/DC ■大きさお55.6乂高さ 3I.8X 安斤 I7.3(cm) •まさ{乾まあ宫む） 

女選曲のために、曲と曲との問に3が問の I 上のお信巧部分が必要です。 


くらしを豊かに… 
「日立新技術ソトス : J 



旧立の新技術‘新アイデアカみをまれた 
代表商品です。このエレクトロニクスの 
を本技術は、日立カセットレコーダーじ 
共通して生かされています。 



•日立カセブトレコーダーで録をしたものは，個人としてをしむなどのはかは、を作おぶ上、植ネI做無断で使用できよ廿ん。■日立 
カセツトレコ-ダ—にはが証巧がついています。ご巧人の巧にはをずゴ人華巧をご巧訟のうえ、わを化りじむウ乂观こ保存して{ださい。 


[ 


品質を大切じする <技術の日立> 


HITACHI RADIO CASSETTE RECORDER 



上手に使って上まじ節電 


曰な家»巧売巧まを化で105まを滞 g 区远巧巧 2-IS-I2 旧な吿まが蛇） TeL(03)502-2lll 
曰なクレジット株ホを化干105巧を術き区西納か-15-が日ホをを别巧） TEL 扣 3)503-2 りI 


〔ぉ来めは、ぉ手轻なぉ支化い日なの作しジ"/^^) 

★ごは入を巧から巧を错引いたを額が1で2千円から100巧円よな)巧を、クレジット々じ巧巧いただけけ。 
★商品のわ邮、をわせ、クレジットかづ沼が口がに函宋は、おがの0立の家ち品な巧巧へわ気径にどうだ 




















巧和目 5 年度男子ナショナルをーム 
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日本協茜は、の月お目東京での 
常務理事会で、強化部提出の 「S 
年度巧モナショナル•チ I ムを簿 
時を承設した。 

巧子ナショナルチ！ムの活動は 
モスクワ•ホリンピック不参加か 
ら、6日"扣日の八解散試な > (邸 
報)を最後にかホ止かしていたも 
のだポ、秋のシーズン閲幕ととも 
に、活発な動きを巧關した。 

なかでも「巧年度馬をナショナ 
ル • チ1ム」の再編成は、古子が 
早々と新陣容を決を(本誌挪号规 
報〕したことから、，注目が集って 
いた。 


巧野奉昭監督を中、むとする男子 
コ I チング•スタッフは、8月お 
日大.隙での会合で、かなりの時間 
をさいて、この問題を協議、チ I 
ム編成の大筋を確認した上で、運 
手のノミホ.1卜を、化野監督と木 
野コ1チに1巧した。 

焦点はモスクワ•オリンピック 
代表選手 (3 名)のほか、どのよ 
ぅな顔ぶれポがけ.加えられるか、 
であったが、発表された名簿をみ 
ると新人は一人も加えずベテラン 
主体。•オリンピック代表選考前に 
ザ復元，されたに留まり、鮮度と 
いう点では、やや意ホな構成とな 


った。 

これについて-か戰鑑督は 「 S 年 
度の編成時点で U 人の新人を加え 
ており (= 本誌 W 号潜照)、今回 
は、•意識的に巧を‘を加えなかった 
」と説明している。 

n 1チングスタッフとしては、 
ずでに、かがへのスタ I 卜は、昨 
年度に切っている、といぅ観点に 
立っており、むしろ、昨年度リス 
トアップした3人のルーキーから 
召選手をふるい落したことが、今 
年度名簿の特をといってもよい。 

また、来年度に世界ジュニア選 
手権 (2 月.ポルトガル)が控えて 
いることも、シニアへの新戦力補 
強をためらわせたといえる。なお 
今回発表の化をには、来年め曲界 
ジュニアには山場舒格はない。 

新•全日本は、 U 月 W 日からお 
ホ屋で顔合せを兼ねた約1週間の 
強化合宿を巧ぅが、 ni チングス 
クッフは、今搔の強化活勘の合理 
化、能率化を企るため、つねに邵 
人の*全員集合"で巧わず、かつ 
て操がした 「A :丘セタション」 
法式で遊めていくことを申しなせ 
常愁超事会の承認も取りつけてい 
る0 

巧戟監督の满愚では「 A セダシ 
ョンがオリンビック代表：3人、そ 
の化 0 U 人が B セクション」のよ 


全曰本男子も新陣容齋年雙発表 


うだ。 . 

新ナショナルの当面の目標は、 
来年の世界選手権予選だボ、その 
前に、来年2月のクウュ I 卜園際 
には、 A セクションに、 B セクシ 
ョンから 2〜3 名を加えて遠征、 
そのあと、ユーゴ、西ドイツ、ス 
ペイン、スイスを転戦する許画が 
ホ：てられている。 

来春、欧州遠征を計画 

これと併行して、 B セクシ3ン 
の残り 9〜 の名に、世界ジュニア 
のをとなる選手を加えた「もう一. 
つの全日本」を編成、ベルギ]、 
ルクセンブルグ、フランスなどに 
遠化させることも考えられており 
二つの全日本は、西ドイツでいち 
ど合流、ここでチームの編成替え 
を一付ない、スペイン、スイスに乗 
りこむという、かつてない強化プ 
ランが、現在、実現へ向かってね 
りあげられている。 

ホリンピック不参加ショックが 
どうやら薄らいできた時期での新 
編成。郎年には世界選手権予選、 
巧年度にはアジア選手権(イラク〕 
巧巧選事樵(西ドイッ)、が年度に 
はロサン•屯ルス•オリンピック予 
遷、郎年7月にはロサンゼルス. 
オリンピックと大目標ポひしめく 
ず後だけに「お年度ナショナル」 
が、どのような岀足をみせるか、 
その成果に期待したい。 


——『ハンドボ I ル』—— 
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〔表紙写真〕おの葉圃体•成年 
女子の部拱勝。優，踞した祗木 ( 
口立お木〕の毛蠕が飛びこむ。 
対熊本(立石電機)戦から。 

〔スポ I ツ•ィベント提供〕 



























世をジュニア選手権 

男女とも来年4~6巧じ予選か 


杂年の巧女世がジュニア邁手横 
が、•いずれもアジア地城予選の行 
われる可能なが濃くをった A ' 

I 归 F (国騰パンドボ—ル連避) 
は、 W ぶ巧日、来年の世界ジュニ 
了選手権について、をの細目を発 
表したボ、それに上ると参加国は 
武女とも^み国に限をされた。 

これまで2回の大会は、男ホと 
もフリー參加で.行われちか、前回 
の興子に^力国が骇加、デンマー 
ク、スウ H 1デン硕菌にまたポっ 
て大禁を麗営せざるを得なくなり 
しかも、今後ますます参加国が増 
乂ずる傾向にあるため、 IHF は 
シニ了同よさ、参加間数に枠をは 
めることを決めていた。 

問題は、その数と撒域顚分数だ 
ったが、今回の究表で、男女とも 
ヨ， I ロッパ太陸ロカ園、アジア、 
アブリカ、アメリカ各大麗接1、 
開催国(塘•.ポルトガル、女■力 
ナダ)の計5?と発表され、日本協 
な関孫者は、ショックをぅけてい 
るゥ 

といぅのは、シニアはともかく 
ジュニアは、発展造上のアジア、 
アフリカ、アメリカ各丈陸に、最 
彼各2の配かが期待されていたか 
らで、、それが、シニア同よう1ヨ 
!口.ッパ懦重の数をがなちおされ 


たのである。 

配か数もさることながら、アジ 
ア地域で、子選実施ともなれば、 
これまでのシニアとアジア運手権 
(現子のを)のほか、ジュニア部 
巧のアジア予選もスケジュールさ 
れなければならず、経費的に各茵 
の負担は、ぼう大なものとなる。 

IHF は、今回に関しては、来 
年4月から6月までの間に、大陸 
予選を終 T . するよう指示している 
夕 H 击樹会強化部筋では、男女 
とも日.本 Q ほか、韓国、中国、ムロ 
湾のエ y トリー必至とみており、 
このほか、男子はサゥジアラビア 
クゥニ ー トなどの参加も充みに予 
想される。 

日本との交流を望んだ朝鮮民主 
々義人民共お国(北朝鮮)の登場 
の可能性もぁり、そうなれば、予 
選会の K ヶールは、かなりのもの 
となる。 

しかし、来年は、の年の巧女世 
界選手權(シニア、詳細未を)の 
予選も一行わねばならない。 

いち•だんと組織を固めている A 
HF (アジア•ハンドボ ー ル連盟) 
が、はたして、どのようなホを打 
つか注目されるボ、ジュニアの予 
選は、期日もはっきりしているだ 
けに、早急に、ジュニア対策む具 


体化が道ちれることになった。 

<注 V I H F は今蟲ぉ月の総会 
で、中闇脯盟にともない、を湾を 
「中国 タィペィ ハン ドボ！ル墙 会」 
の名称で、 IH 肝脊辟を認めるこ 
ととした。 

合湾谅会が、こめお称での匯數 
を拒否した場今 S 速を権予選 
などにはあられない。 

代表メンバ—に 
高校生加見ず 

荒川理事長が言明 

日本協会•荒川清黃理事長は、 
W 月 S 日栃木巧で、来年の世界ジ 
ュニア選手権の日本が表メンバー 
に高校生を加えないことを明らか 
にした。 

世界ジュニア選手権は、来年 W 
月ホナダで虫ずが、阅。パポルト 
ボルで男子が巧われ、女ずは.一九 
ホー年(昭和恥年〕'-城降生れ、巧 
子はお〇年(暇お)な降生れに.狙 
場資痛が煮る。 

ほ水では、実業团の若字、大学 
ホの一部のほか、高披界のを力還 
手も当然*適格者-となる。 

前一一は、男子で 4 人、ホすで 5 
人の高校生が候補瀑手(： S 年度ジ 
ュニア’ナショナルチ I ム)とな 


り、巧子の若お正裕、小野词(と 
も忆ぶ留ホエ大が高 H 当招)の両 
君が、晴れの代表選ホに選ばれで 

いち 

しかし、荒，川理事房はかねてか 
ら、轟撰選手の強化合宿参加やノ 
ミホートには、懷重なを勢を崩さ 
ず、学業に跋響のある時期での海 
外遠征は不適当としていた。 

今固め言明は、' 前揭のとお.り、 
世界ジ『二一了選手権もアジア予選 
がさけられなくなったことなども 
をり、強化筋ボ、ジュニア•ナシ 
ョナルの発表をずる前に、日本協 
会として©態度を正式に打ち出し 
たものである。 

なお、今年度のジュニア•ナシ 
ョナルチーム(巧女)め名簿は、 
第3回世界ジュニア選手権候補選 
手として、早ければ U 月中に発表 
される予ちだが、理事長の言明で 
親在の高校1、2年をボノミネ I 
卜される可能性は、ほとんどなく 
なった0 

来春に r ジュニア研修会」 

日本協会強化部の男子コ1チ会 
議が、8月お日大阪で聞かれ、ジ 
ュニアが策について、意見が交か 
んされた。 

来年の世界ジュニア選手権の代 
表は、前回(昨年叫お•デンマ I 
ク、口本の位)の選手のなかで、 
今回も有資格のの還手を主体に、 
木野コ I チが中、むとなって早急に 


リストをが成ずることとなった。 

また、今春を地で閱いを「ジュ 
ニア研修な」は、をプロック摘会 
と全日本学湿、全日本実，連，全日 
本自 i 連、全国高お連に、改め 
て主旨の説明を巧ない、来春！〜 
4ぶに実施するょぅ具体案をねる 
ことでまとまつた。 

なお、女子のジュニアザ策は、 
ずでに一部の還手が-，8月のナシ 
ョナルを宿に参加、活颤を始めて 
いる。 

「アジア-ユ！ス」棱討か 

新春に AHF 理事を 

アジア•ハンドボール連盟 (A 
HF ) は、来年1月または2月、 
クウ A I 卜で理事会を蘭くと発表 
した0 

同理事会では第3國アジア選手 
権(男子のみ)、アジア•レフュリ 
I 、コーチコースなどの問題が檢 
討されるほか「アジア.ユース選 
ホ権」の関催について協議すると 
伝えられる。 

日本からは、渡辺和美(東京都 
協会々長)、荒川清美(日本協会 
理事長)両氏が、 A HF 理事に選 
出されている。 

なお、クウュート協なにょれば 
日本などボ參加を予をしている来 
年2月の「クウュ！卜国際」の会 
期は、2月9日から：5日までにお 
式決定した。 


溶斷繊す鱗 

•fiMlf 化 y 口 

乂おをくに丢店のない方は、甚接編集がにお申し 
で a みみくどさい。を斤と同おにお法りいたします。 


—毎月 20 日^^ 

全国書巧じて発売 


売り切れの編合は、書なにおホし込み 
<どさい。書巧で取りおせてくれます。 
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日本はソ連などと B 組 

世界学を選手権予選リ I グ 


掛3网世界争を透手福は巧ぶ挑 
日から新を1巧4 w までフランス 
のパリ、リ3ンなどで朽われるが 
このほどフランスザ生スポ：1ッ連 
型は、ず選り！ダの强み-かけをな 
のよぅに決めた。 

VA 祖フランス、ハンがリ！、 
アイリ-刃、アフリカ地城化表 
VB 描日本、ソ述、ブラジル、 

コンゴ 

VC 紐ユ—ゴ、ブルガリア、ス 
ペイン、 n ] 卜•ジボア I ル 
VD 粗ル！マニア，西ドイッ、 
ベル半]、イスラエル. 

ク 

4年ぶりの'開催とあってみ、エ 
ントリ‘！は W み.国をかな.り上禮っ 
化よぅで、いちぢは予遷説も巧た 
が、結厨、前掲 S み国におさまり 
S 本ほ削113泣の V 述と同組にな 

つたぶ 

いまのところ、-無国ともメンバ 
t をを表していをいため、戦力診 
斬はで蘇ないが、 R 本はソ連戰の 
1敗はまぬがれまい。 

殺員卸としては、ブラジル、コ 
ンゴ戟を確実にとって、準を贈リ 
I グ遇化を目指している。 

ブラジルは - d i ス、ジュニ！/が 
し曼りと'巧ドイツ、フランスを輕 
戦し'ており、わなりの実力がをる 


ともお克られる。 

なお、.曰程は2巧胡、驶、那日 
が予硬リ， i グ、1月1、2曰が準 
決勝リ；ダ.、4日が順位決お戦に 
なる援綠である。 

を日本学を候補 

をを屋で強化合宿 

全日本学違は第8凹お界単生速 
手権の巧表チ！ムの違考を急いで 
いるが、このほど U 巧6日から9 
日、卽日から^日までの2回、い 
ずれもがち屋で最終候補選手の強 
化合宿を；なうことを明きらかにし 


た0 

巧棄選手巧ちは、早ければ U 月 
如日ごろ発塞される。 

なお、投員巧は団長に中お蛋夫 
巧(全： n 本を適现事提)、盤宵に藤 
穎栖找(を口本巧遗親が要貝長〕 

コーデに大西武三.ち C 閔競技委员) 
'が決定している。 

こ牌ほか、日本偏会強化部から 
平岡#^、木野実邮コ（チが恩を 
团に滞司、ョーロッパ各画の若手 
帮の動巧をチでッタすることボ決 
まっているが、木野 n i チの滞同 
は、枯界ジュニア遗手権とのから 
みで、正式決をしでいない。 

代表遷手固は、フランス入りの 
前、フィンランド、西•ドイツ転載 
を交趣中。 


楠の葉クらの出場決まる 

全日本総を選手権節卽 


今年度のナショナルチャンピオ 
ンチームを決める第沿圓全日本総 
な.選手帷は、 S 月がなから如日ま 
で東京体育髓で行われるボ、日本 
協会はこの大会に参加資格0ある 
興ず‘如チーム、女子がチームのぅ 
ち、貝本リ ー グ 、 f 四悼(全国 
連盟)から-報せんされたホ]ム名 
を次のとおり-明きらかにした。 ( 
W 目-リロ風を) 

(毋で 〕0 臣本リーダ推せん、-大 
同恃就辩(愛知)、おを架品(に恩〕 


本田技研騎鹿(一-一童〕、 R 新製飼 ( 
広島)、大岐ィ 3 グルス(大齡 y 
S 頤商会(柬京〕、大崎電気(墙玉) 
一二寛(頭京)。 

口>全日ぶ実業团速盤推世ん日媒 
建が(ホ股)、東京重機®裹、新 
泣獄， K な(大分】。 

V 全日本教喊員連蹈推せん雨の 
葉グ(振木)、モを戟員(千葉)、ス 
ワロ—巧摩(お摩)。 
t > 全日本自衛陈通盟推せん自衛 
隙險旧(を跋)。 


〔女子〕▽曰本リーグ推せんジ 
ャスコ( II 一重〕、'日本ビクタ I (茨 
城)、ブラザ I 工業(愛知)、日立 
横木(栃木)、立石電機(熊本)、大 
靡電気{:埼玉>、北国銀け〔石 W )、 
菜京重機(東京)。 

!>全日本実業圓連盟推せん大和 
嚴巧(大阪)、ムネカタ(福爲)、和 
敬山県商工信用組合(和歌山)。 

また、 U 本痛会では女子の全国 
を会人け表に彦根 B ろク(滋質) 
の推せんを決めた。 

同巧表には、桐なク(岩手)、全 
和洋(秋田)-、大分東シニア(大み) 
神埼夕(佐賀)らボ候補にあげられ 
たポ、栃木国体での試合ぶり、7 
月の第5回全国クラブ大会優勝、 
み年度国体閉催地などの理由から 
彥根 BS クが推されたもの。 

組み.合せの決定は U 月巧日日本 
楠をでけわれる予を。 

トヨタ車体など操上ばか 

.ま：；：：：本実連は、第说闻全日求絕 
を選モ楠〔東京〕の男子実連代表 
を、測揭のとおり発表したが、窠 
京重樵单适恐、新日鉄大み(大み) 
に.辞退の：崎能性があるため、その 
歸なは、卜5づ夕卓体(愛知)と中 
村祠牠廬輸(燕を)を嫌せんする 
予定でおぶ。 

卜3タホ休は、今荐2月の雜1 
凹全国な業团卜 J 六メント3位、 
中が荷役運輸は今春苑展の新チー 
ムだが、戦力的に能せんし得ると 
、/さもの。 
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「日本協会競技•審判コ ー ス」決まる 

巧卽百東蔚 IHF からエリ KK 巧招く 


口本協道は化月巧 y の常務お專 
舎〔羣运で、^:^巧が1曰東京渋脊 
の岸祀念体育を館地下大講堂で、 
THF 〔国儀ハンドボール連疆) 
曲'則審判を呂会のま カメソバ！、 

エリッタ • エリアス巧 ( スゥュ I 
デン)を招き、初の「日本協会競 
投•雷判」(板称)の酣储を決め 
た。 

このが画は、本誌既報のとおり 
当初ほ、， IHF 規則審判委員居力 
t ル*ワン'巧 (ノ ルゥ ュ！) を招 
いで実施される予をだったボ，そ 
の後ので渉で、ワン巧が、同時期 
タゥ H !卜の講習をに出漲するこ 
とがおかり、ワン巧のおおんもあ 
つで、 H りアス氏を龍師としで招 
くことになったもの。 

H " ソ了スをは、、がくスウと 1- デ 


ン協会のレフユリー•ソサィエテ 
ィ町委員長をつとめ、またスウユ 
;デン協会の副会長でもあった。 

IHF のスタッフとなってから： 
は、いくつかの公ま国際レフェリ 
! nl スの指導や、蘭催を手がけ 
各醫 トレナ！ との協力関係にも通 
じている。 

日ぶ棉卷は、3月$1^日から如日 
まで東京体育館で行なぅ第说回全 
日本僻を選手権をエリアス巧にみ 
せ、レブムリ！指導をしてもらぅ 
ほか、别目にはアジア諸国からレ 
フょリ I を集め、指導講習会を關 
くこと にしている。 

すでに、アジア各国 ( ahF 加 
盟国)には、日本協会から案内状 
が送がされた。 

国内の参加者規璋は、審判部に 


.ょって作成中である。 

こめ企画が実現されれば、来年 
8月 rn 日から実施される'ルール改 
正の説明を充分に得ることができ 
るので、 H 本だけでなくアジア地 
域にとっても巧蘆義た-講習会とな 
ろぅ。 

<注 > IHF 「競技規則，審判委 
員会」. ( PRC ) は、 I 打 F 巧に 
置かれる五つの専門委員会め一つ 

競な規則の研究と制定、国際公 
認レフ H リ1の養成と認定を主業 
務にしている。 

メンバ！は、力-ル • ワン巧 ( 
ノルゥ H }) を委員長に、来日す 
るエリク•エリアス巧(スゥた一 
デン)をはじめ、 J ’ ダリンべル 
ガス(ソ運 )、 T •キールホルン ( 
ホランダ)、 K . シユ；ブ(まド 
イツ )、 W •ヴィック(西ドイツ) 
の5氏が委貴として巧動。 

「名古屋五輪」立候補 

注目め名巧屋オリンピック (一 
九八 A 年)は、を古屋市などが示 
した当初の財政規模を大幅に縮.か 
し立候補する。 

これは、日本攻腊ポ W 月-口日ぶ 
関係聞愤会謡で、規蜡編かと綠赏 
節減の条件かきで、立候補を詔め 
る方針をみめたことにとる。 


.JOC (日本才かンピック委) 
は、ずでに名古屋市のぶ候補を.承 
諾しており、政府の決定で、いち 
だんと名古屋ホリンピック招致は 
はずみがつくものと思われる。 

今後の予定は、 U 月中なに JO 
C を通じ、1 OC (圃際オリシピ 
ッタ委)へ立候補屈けボ化される 
が、 U 月撕日の/切日までに、を 
ホ屢ザのほか、メルボルン市(ホ 
1ストラリア)のを乗りあげが確 
実といわれる。 

顆催都市の決定は、来年の月、 
バ！デンバ I デン(西ドィツ)で關 
かれる IOC 繞会の投票で決まる 

なお、名古屋オリンピックでは 
ハンドボールも実施される予定で 
すでに競な会場として本誌戚報の 
とおり、名古屋市総合体育館(新 
設〕と鈴鹿市(一一一重)体育触また 
は四自ホ〇一一重)中央緑地公園体 
資館が候補にあげられている。 

日本協会.荒川理事巧は 「 U 月 
中なに、をぶ屋巧オリンピック関 
係者と初会ををもてるだろぅ」と 
いっており、ハンドボ I ル界の名 
古屋オリンピックに向けての路線 
も、急速に動き出しそぅである。 

U 月に「世，界選抜. 

軍」が2試合 

お着の 「 IHF 広報」(鑛靴号) 
な、 U 巧下旬、2年ぶりで IHF 
(国際ハンドボール連顆〕による 
「世.界巧モ遗お単」が漏成され、 


gj 日西ドイツ、 W 日スウユーデン 
で各1試合を巧ぅ、と報じた。 

西ドイツでの第1戦は、同種の 
スーパースターで、 昨年3巧、試 
をみに頭部を強が、選手生命を奪 
われた J . デッカルムのための慈 
善試合で、デッカルムの所属クラ 
ブ 「vfL •ダンメ ルス バッハ」が 
対戦す る。スウ ユ I デンでの第2 
戦は、同国協お創立 S 厨年記念試 
合で、同国ナショナルが：巧手。 

メンバーは、 IOC の CCM ( 
コ1チ•技術委：！によってモスク 
ワ•ホリンピック W 場選ホのなか 
から、次の巧名が違考された。優 
勝国東ドイッは自国の達拒が重な 
り選手を化していない。 

▽監督、 I •クンスト(ル，—マニ 
ァ、 CCM 委眞長) VG 区イチエ 
ンコ(ソ連.、測細)、バ！タロス 
(ハン ガヴー 、術)、。ハ ゴアー ボ ( 
スペイン、 脚〕 〔> FP 1 ステ インガ 
ル1マニァ、聊)、ボリナ(罔、 
挪〕、ツ—リンダ(スイス、刪)、 

フ[バ1(同、 W )、 かルジンスキ 
1(ポ1ランド、挪)、クレムぺル 
(同、舰)、コントラ(ハンボリ I 
挪)、コバクス(同、挪 )、 F •口ぺ 
ス(スペイン、削 )、 G •ロペス ( 

同、削)、ユリナ(ユ I ゴ、鹏)、 
クラフゾフ〇ノ速、^〕。 

GK のパゴア！-ガは、卽年バロ 
ンマノ•グラノリェルス ( K ペイ 
ン)の一員として来日したことが 
ある。 


月まに財団法人認可か 

5巧来.を目標にし準備を進めなボら、延びのびとなっている B 本 
協会の-財团法人化は、その後、荒川理事長、大野総務を当常務理事 
らが文部省と折しょぅをつづけているボ、早ければ U 月末までに懿 
巧が おりる 見通しとなった。 

すでに口本®会では、設立時の理事孤氏を委賴し、認可即日「が 
团曲人* H 本ハンドボ--ル協会」に移管する手はずをととのえてい 
る0 

設立時の迎爭の-巧堀は来每3ぉ末までだが、2巧中お、法人第一 
期の理爭な連が巧われるずを。 
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扣二がかけ 

な ff レ DC-G; そ撕巧 


《本格派 > デサント•ハンドボール•たア「ザ，スタジアム」 


ィ糊 1780 MOSCOW デホントはァ巧ダスれと共にモスクワを松こが力してし、をん 
JOC- MS-2-B0-1 


おぶ拿おデサント 















限りないホ巧へ 


日本ではじめてステンレスの近巧的を库巧巧 
ち尊ん.太面を産を巧ちたにし秦 f おレなをよ 
り身化かむものにした卿ま良が梨がて-ホ 
当社はバらしと戟を格むち星が > をぞ>^— 
じ、 こめ 六テンレス巧をはじめ普湿巧、林巧明、 
表面化巧巧がなどを生がし、晋かなホ取も目 
おしてホが樹 すを 據阜 スチール メー カーで ち 


翰日新穀鋼 

卜训 TL * 打川加 > ん〒 iM 


日本協会専門委員会だより， 


1曼 ( 闲瞄；ドボ 

隙 II ル辿盟)と AHF (ア 

ジア八ンドボ1ル連照) 
かを、今年閑かれた摇会 
ののおを報せるぶきが指 
国いたので、主要ぶをおお 
是しでおころ。 

〔 the 槛舎 • S 月モスクワ〕 
蜡をでお詔される新加盟間は、 
理お舎の提巢にしをがい、アン 
ゴラ、チリ、中国、がボン、リ 
ヒテンシユみィンの5ホ国がま 
ず法まり、パレスチナは堀拥を 
な，正しおぅえで同尚を詔めると 
いぅクゥ H t 卜の提案を抓 IU 
で巧巧、パレスチナは IHF 正 

ぶ加搁村となった。 

IHF はこれで卵のおぶ加盤 
聞とこの肢加禍国(ホ—ストラ 

リア、アィルランド。がメンバ 

I となる。 

役目の改遇についでは、ホで 

に本誌挪号で報じられているが 

を目の COC (大皂組挪委 )、 P 

RCC 規則、審判垂 〕、 CCM ( 

コ！チ > 技術垂)、 MC 〔阪事 

愛)、 CPD (広帮：巧瓜妻) 

の日垂員なのおのスタ-ッブも胡 

き良かにされた。 

今同も委拉の遠出は3 1 ロッ 

パボ匹喊的で、化乂睡から-通ば 

れたのは、 CPD の s ’ ブ—ァ 


ムラ巧(ア瓜ジエリア】ただ一人 
である。 

紹省，4巧ホンコンい 
注目まれる議題としでは、女子 
とジュニア連を植の件があった。 

盘見の拿くは、预通を擺の意義 
を詰めながらも、まず男子0巧及 
とレベル了ブブにを力をつくすぺ 
きだという親悄み咖が強く、みで、 
ジュニアについでの具体的な決を 
は、みなかった。ダウ f — 卜化表 
は、ジュニアめ大会を2年に1阳 
開くべきだ、と重わでぶ張した。 

巧をでは、イラタ化恭が、コ！ 
チ-レフ^リ]離習をを要埋タウ 
王—卜梅尝 1 に閒谐誌思のあること 

が巧，きらかにされた(暗因はホ’弦) 
また、 A 【一年の簿9巧アジ T 媽 
お大金(インド • デ！リ—-巧〕で 

(ンドボールが棄施きれる よさ •顿 

姜かける骚力を、 AHF は引きつ- 

づき巧う ことが確薛された が、 実 

現のためには八ンドボ！ルをアウ 

卜 .ドア！. で巧う こと も.つの条件 

である.ことが、了プル副会居によ 

って巧 きら： かにされたり 

なお、この據会で惧呂改選が巧 

われ.たのは现報のとおりである。 

また、 イラクが 第3回アジア遇 

ホ摧(單子のみ一の熙禍を申し出 

をことに、各け表から感掛の意が 

表きれた。 (境井) 


ひごろ、本誌の刊行に 
集 I 全国#から妾乂を强力 
をぅけ、姑郎しでいます 
强をを動の伝連誌とし 
て、今错も充実した報道 
編心稱説をともがけていま 
I すが、今号でな一二つのお 
騒いをいたしますひ 

一つは、かつて数巧お端せし 
たことではをりますが、白本協 
会では1’日本ハンドボール度」 
幻.編さんを近くよ格化します。 

つきましては、費料の不おし 
ている左記の.二一点に、ご疏力下 
さぃ。 

©大正^年から昭>相^|年まで 
の-日本における C ンドボール话 
動を広える文献、写或见び、体 
験ぶ、当事者の紹ホ 
③昭お^:^年から扣年までの八 
ン ドボ！. ル記録、地方活勸記錄 
见びぶ献、写な。 

感昭が到年から如年までの^ 
ソドボ^ルに閒する文融、專真 
が b 担おふあたり因かたは、 
ぜひ、縮集妥員会ちて铜一報あ 
るいは旣料をご貸与 T さい。 

强二は、禪が通侣婿の賴欄を 
企りたいと思います。 

いまや(ンドボー ルは、算 

の巧力国近くで巧われています- 
また、 A ぶ人の 巧外遥おも H 


ざましく、そのなおには、当然爵 
壞時巧、学主時巧にソドボ！ル 
をダレ！した OB 、 0 G もおられ 
るものと思いまず。 

そのかたたちから、が稱驰のハ 
ンドボール -y ポ]卜が醬せられ 
たら、どれほど築しいでしょうか 

こうしをかをたちをごが如0娇 
者が.おりをしたら、ピ御か下きい 
ご当人との述紹はぶ誌側が巧いま 
すので、を名とか間規住祈をお如 
も-せ下さるだけで結擇です。 

最摧に、(‘ンドボールのコレク 
夕！が增えていると聞きます。 

各太をのプログラム、ポスタ J . 
あるいは新聞スクラップなどの交 
搬を巧む芦も高まつでいます。 

本誌上を沈って、そのょうな交 
燕ができる.ならと思います沿で、 

ごホ望沿かたは、はがきでご一-强 
下さい。 

なお、本誌のバックナンバ—へ 
包お問をせも多いのですが、創巧 
をな來、一部の欠号を臨きみ々の 
時問をいただければ、かなり Q 号 
をお送りすることができます。赏 
巧は発を時を細.に送料を加えさせ 
でいただ尝ます。ごが望め号戳を 
はが尝でお申しこみ f きい。 

また、今後とも各欄への原谎据 
供、殺硝をお願いいたします。 


日本協会専門委員会だより/ 
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第日日回围转体育大渔•掘の葉問体は最猜 g * 地元‘ R 立衙水（成年女子 ）が大観衆のなかで疲鈴をみめる 
という劇的なフィホ^レで幕を獨.じた。 

火会は It ) 月 12 FI 緩を銷会式のあと，ハンドポール競技は:13曰から巧円まで栃木巧の板木市.摇をお育縮，国 
で院质木强技場などにを固が燕逼府-•県から4部門79チームが參加してたわれ，成年离子は齋知，同女-了‘を少 
年巧子悚振木が那年ぶり，が年女子はる'川が潭滕した。注目の又皇皇お兩巧は地元栃木県が乎にした。聞値 
県の両が獲桿は5年ぶりら度目。 
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戦の多いお打だ「を。 

なかでも靜岡 X ;畏綺は、褚半巧 
か？—ァから庭嗎ボ中村の述髓ゴ 
; ルで日 17 とし聽負を決めたか 
にみえたが、静岡は残り3か罔点 
延提にもつれこんだ。延長後は、 
静岡が G 区渡'姐0巧ずを軸に、巧 
気さで上诞り、大石、阿部の活躍. 
もあって勝一利を援った。 

静岡はま綺のをいクラブチーム 
. コ ートサ ィドの話題を集めた。 

神奈川 X 巧都も好試合。神窠川 
が速 化と サィドな攀で先手を と. り 
後半『ぶか51,16としたが、京都も 
粘り W 分 91— 巧。なお I 波乱お予 
想されたが、巧奈 W は媒か藤井が 
ダメを押した。神奈川 G 反にモン 
トリホール代表 Q 和巧が元気なを 
をみせた。 

兵庫 X 新潟は、新濕が後半巧分 
U — 9 と先行していたが、兵库な 
このあとプレス 気蛛 のず りから 一 
気'に逆襲の チ かンスをつかみ、馬 
場のゴールを口火に、あっといぅ 
閒に 5 得点、終了閒ぎわ酒井が決 
めて薪瀉を实「き披した。 

に鳥父福井は後半 5 か日一 6 と 
予断を許さ-なかったが、を島は旧 
中のがシュ I 卜などで U か^—6 
太舞を決めた。 

大か X 千葉は劣勢め千葉ボ搔半 
になって粘り、がか巧— ^と追い 
こんだが、太かは如か芬藤のゴ！ 
ルで落ちつ、き、終了近く 2点を加 
えて腺った。 
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0…が田 X 岐阜がもつれた。前 
半の秋田は好調にとばし、横山の 
活躍などで巧分 f -1 4、しかし岐 
阜もょく反擊、.を半開始早々、加 
藤の2ゴールで9と逆転した 
一進一退から辞び秋田が。へ！ス 
.を握り^5々巧|巧と優位に立った 
のだが、岐阜も都竹の3ゴール ( 
PT 2) で化！わ、残り5分に膀 
負がかかった。 

しかし、僅かに余おのある秋用 
は別みから高橋の巧技などで相を 
守備陣をなめくずしヶッをつけた 

大みが日本 リー グ2部の和歌山 
を大破した。 

和歌山は大分の強いディフェン 
スにをを焼き U 分間ノ！ゴール、 
一方、大分は菅本、宮旧を中也に 
多彩なあめであっといぅ間に^点 
をあげ、あっさり勝負を決めてし 
まった。 

滋寶 X 富山は残り5分531巧」 
いぅ激戦でコートサイドをわかせ 
たボ、富山はここで H ! スの辰野 
ボ手痛い追爆、滋賀はずかさず今 
井、藤本、伊豆川どたたみかけ、 
富山の反撃意欲をそいだ。 

兵库 X 岡出は後半6分か 
ら兵序はおお、佐藤らで連続6ゴ 
J ル、主導権を握った。 

岩手 X 奈良は前半み岩をが9 










—3 と大產をつけ早々と勝利を缺 
定づけた。 

タラブ齊期巧の佐潭〔神埼ク〕 
は、純判どおりのまとま，りをみせ 
’ i . に太脾、聞に後半のホザはみ 
ごとなものがあった。 

日本り ー ダ勢を赵つ各県は順当 
勝ち、なかで4愛知は山形に通続 
S ゴ j ル(前半目が如砂〜褚半52 
か〕といぅ決記绿で圧勝した。 
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一一一垂單 SU 丫佐贺 
0…佐黃、大分両クラブの試を 
ぶりに注呂が柴っを。 

お貧は、 S 重のミスもあったが 
実お C 栄)の好リード如ら巧み21 

5、巧み5-7と食いつき、如分 

実が(衆〕のゴ，—ルで 61 7と姐る 
健閱だ「た。 

しかし、一一一重は荫後の PHT (棘) 
を巧めてから本来の調子に房り、 
山去(二】のがプレ I で徐々にリー 
ド、薇半巧か巧—7として大勢を 
がめた。 

愛知 X 火かは、さすがの大み9 
まとまりと K ピ I ドも愛知には遲 
ぜず、立を上りからいきなり；2；ぶ 
を奪われてしまった。 


それ大も大分は試•合を捨てず、 
後半は、矢の、ぞ藤らで、むしろ 
抑；し気张。资印象を壤した。 

日本リ^^グ1、2禪のが戦とな 
つた福島 X 某京、大阪 X む川は、 
2部勢に軍配ボ上がった。 

特に靖蔚(ムネカタ)の-攻撃は 
:□をみはらされるもの.があり、或 
京.(東をお機 H 乘)は、彼半が分 
S I *3 と聞かれでギブアップ。 

大阪(大和銀む)も、石川(化 
国.瓣巧)に力勝ちした。 

お川は前半 PT だけの得点に終 
るなどず繁リズムがととのわず、 
後半は30か4‘|5から、3点を失 
つて大阪にぺ！スを攝られた。 

大阪はそのあとち巧み•に加ぶ、 
w 々5 w !5 として貴里な麟利をあ 
げた。 

ち川の放退は、尊ぶが3連蝶の 
史上タイを扯っお同解にを癌かろ 
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られ1 U / i ドする 
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退けられた。 
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P ’ 起刀が試なの決め手になっ- 
た。 韩にディ フュン ブ面で茨城の 
動急は觀.く、福站は、ほとんどつ 
けこめずに終った。茨城は前半？？ 
分すぎから辿儘’ U 点して楽勝。 
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とした時は勝なあったとみえをが 

離本はそぬあと一一みの仁了を稍て 

なを敕き遁.し、對か紀がで同点、 

的が喜义山で逆転といぅ舒かな描 

りをみせた。同じ。ハタ！ンで n 本 

リーダでの対戰を失っている愛如 

は1点墓に迫られたあたりから蕉 

りがのぞき、勝てる試合を逃した 
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o - i 上昇，避埋風大阪も、地ぶ栃 
木め気力の前には、】たまりもな 
かった。ぶ阪は相手の得点源、島 
出に密肴ブ -! 夕をつけるなどした 
が、極木ほ大輪の述攻、水上、毛 
啄のパリ3攻擊で如か U 1.1、 思 
わぬ化戦に終った。 (栗がぃ 
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の連髓 4 ゴ！ルなどでお導おを握 
り、終赔余裕をもった滑らかな動 
きだった。 

後半、埼玉は曲のをシユ—卜な 
どで W かに—巧まで點めたボ跟ば 
なかった。 (巧離) 
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との I I 木の PT を島巧が決めて、 
枯木は、最大館関とみられた巧城 
を打ち破「た。 (歡山). 

錦 本器 U ) 巧ご-虽 

得日 Q ' ull 3 il 500〇 
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rt^oooBo 2100000 

Q :‘お木口^^をついて I . コかク1 
|0と t ィたを減の改擧は、さすが 
•へテラン撤いと思わせたが、を切 
志との玻舉が苗まりにちが誦、し 
かも栃木 G K 寺おがすぼらしいデ 
キで点がとれない。 

この間に板木は請張がほぐれ、 
プレーにスピ ー K が乘り姑めを。 

こぅなれはホーム n E 卜でもあ 
り垢木が师お种をムードだ。 

のみ 412 としたリ ー ド.は、す 
ぐ追いつかれをが、後半 S かまで 
に水上の思い切りよいブレーが得 
ぶ.粉を 聞き8 か 714、 巧を め 切 
り化 I 加麗に祀巷しわをがの•密 
戰*もあって完華に梅木ぺ！ス。 
巧み t -^1 日のピンチも、そのあ 


〇 … K リ y ソグ'を試をだった。 
前半祀巧した鹿木が、後平4本の 
P T を活かし巧か^^ 16 とした時 
は勝負の^ドがついたとあわれた 
ボ、=壺は賴山©述髓ゴールで気 
をとり.直し、さらに2点を加えて 
わずか3か閒でに！。のタィとし 
た。强いにのる一一.一重は、ここでき 
をに PT を得るのだが、シユ！夕 
!の渋是にやや手間どり、しかも 
失欺、稱本に一息つかせてしまっ 
た。 

残り2かを割って楠苯に葉技が 
化た。 

:二盛の.ミスを倍「た紀野が鞭げ 
なパスを姫野に送「でぶ巧抓砂巧 
I 巧、如却攘まったく同じプレー 
が報り返きれ ut の。紀郵も巧か 
ったが、受けた逝野めすばらしい 
をりとハンドリンダも太窜な勝の 
である。 (杉山) 
V 3化決お戦 


ご-重の(固 UV ぉ城 
〇…一二重の煎さにあふれる速い 
成聖が、煎口の敗戰で、いつもの 
元気がない狀城を巧し切ぅた。 

ぺ I スは4か 4-1 りとした S 重 
が終姑振りつづけ邵进 S 14 と盛 
植を丰1プ。お攝は琐引なブレ] 
が B 立を*かえって一一一青に原撃の 
きっかけを与えてしまっを◎は、 
巧者揃いらしくなかった。〔搔廳) 

韻本、离 111 の粘り実らず 
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〇…フロ T をで埋めた栃木(口 
な桐木。.の大お殺固。 

立ち上自两チ！ムともかなり郵 
きが固く、熊ぶ(立石菩機}が4 
か2点アヘッドしおが、栖來も节 
てつづけに4ゴ|ルして迦辰、を 
のあと稱木も追いこんで•化分 4 — 
5から PT で同ぶ-、さら-に .3 か舶 
野で巧迸牺した。栃木ちか水上 
でタイとして、期伟どおり©化忡 
から、螺負は後半に掃ちこまれた 

後半の先手はまたも能本。しか 


♦天皇が(毋も總を)得点風お木 
^;^@愛知：：1 • 日额広島9@大販8 
⑥石化、埼玉、能本日 ■ 5® 福鳥 
宮山2 •日 

♦童おが(女子撼合)得点通柄木 
W • 5@銷本の感巧 W 9• 5强愛 
知9 @.胆駐7感三重 6® 获城日® 
骗島、埼ち、巧祟川"太跟、お犀 
愛碟 i •日 

〇…：大量がはかなり早い時盆で摘 
木の一位が珠まったが、皇后がは 
大接戟だった。循木としてほ少年 
の敗退が誤算で、そのマィナスを 
r 对に吹きとばしたのが成年似優 
瞒。太敵费 k を毕決瞒で破った気 
力が兼起を手繰り寄せた。 3 連賊 
を狙った巧川は成年が 3 回戦でを 
を消したのが補い。 

し、晴术は日か、3かの PT を島 
のが射ちこんだ志と、すっかり.聚 
張がとけ、巧か水卜：のがプレ—で 
917 と主導硝を醒りかけを。 

そぅはさせじとする'稱本は巧か 
岛 P T でビタリと當いついたが、 
棉木は s ； 分化上、かを搔でこの 
試<口初めて3点爱をウけた。 

おる間ぶは i か後、.费旧、姬野 
で^—;3と牺木を苦しめたが’—栃 
木は燥ることなく.のか島巧、如か 
太歓声のなかでホなボ较腺を決み 
るダィ巧し点％あけ、熊本のおり 
を靴ち切っ把。 

大轉衆に囲れ、熱気にあふれた 
化試をでをった。 (=^) 


一1日— 


















愛知、ついじ 8 連勝 


成年男モ n チ I ム〕 


P >1 同戦 

宮 崎瓦巧！ 

C 垒巨嫂 2 1 S 1 芭3 

擁 王 4. I ^ ^ 4 
〔大蹄電3品—芭2 
扇) 

千 葉 — s で 
罕葉截廷2 
員) 

t > 準々決勝 

愛 知4百^ , 7 yb 
(大同お3京1日て 
揉幾) 

损 木を fw — 日 一 S 
〔腑の-葉4互 1 K 了 


ホ海道 
(願抓を 
斗夕】 

M 巧 

壽お H 
を 

宵 山 
(を首山) 


當 幅 


吾 リ 


一孤埼 で 


大 股9/ザ。. 

(.乂 販ィ立‘化1:::!’ 

—グルス) 

に 鳥 OG ^ の—立'3 f 藍 

韋ザ藥是 3— り」1ず 巧 

叟 

〇… i 巧峨3試合はいずかも大 
乱戦になつお^ 

晋崎 X 北極道は、や〔崎が後毕 2 
かけ IU とし、そのままのべ！ K 
で進わかとみえ化が、か淸適はを 
鴨の攻攀力を活かし点羞を請掛、 

^ か 巧と祖いあげた。 

この あたりから、すさまじいば 
か b のなの取り合いと.な-り、北玻 
道は、クいにの分の 1 のとタイに 
した。 

巧り3か、化手はち蹄ボと「た 


が、化池造は乃な同点、 W か如砂 
木が Q 勝ちこしシユ—卜で犯 
麟利に一里おづいが。ところが育 
髓はのか給木罔ぶのあと、残り即 
轉ィンク—みプトからお原口が剧 
的な逆粒シュ j 卜を咕當こみ洒戰 
にケリをつけた。 

埼； kx 秋旧は、雨ホ E ムとち組 
潮プレーを岳れた麵人の喪進近で 
得ぶをとりあ-った。 

後平、埼ぶ〔太赫竜気〕は、さ 
すがに巽業回ら-しく、チ [ ムプレ 
T がまとまり始めサィド、ポスト 
を攻めわけでか别1巧、どぅに 
かま導權を一でにした。 

千巣 X 言山は R お患をつけたで. 
葉の楽聰かと思わおたが.、當山は 
後半2かから.反蟹に輕じ W せ M ! 

じ棘同点といぅみごとな迫い 
あげを示した。 

普いにめる富山は、きらに；5分 
當贴、；5进光安で逆に先巧を果た 
したが、モ葉もおちなおしで妈な 

で詔。 

跳なは残り5八山間にかかったが 
平葉は站み；？—糾から山下、を廳 
がとどめのゴールを奪って辛隙し 
た。 

準々決髓は、蹈者4子 i ムの巧 
剧ぶりが日立った。 

もつれるかと思われた火阪(大 
販イ]ダルス)^埼玉は、埼玉が 


リ[ドを讀さ場西もあったが、前 
半孤かを過黃る妄おりかち，大阪 
が G 及本曲のがずで相手の得点を 
蛙む】方、な木、源野ら.がシャ— 
プなシュ T 卜を連発、彼半7か巧 
1 U と卞一谭鳴、その殺电巧く試人口 
を遇んで腥ちあがった。 

注目の栃木は、香川を相手に猛 
攻をみせ、いきな巧910 (9 か) 
な井、面巧前田らでをんとか粘 
るぅとする相手をわじなせた。 

碼木、愛知には及ばず 
0準決酷 

愛，知里則.て^ ホ 
得〇 〇 2 4 1 4 6 〇 〇 〇 〇ひ 
が績下の山前口扑蟲先ぶ西藤 

邮商31^中魅極乾蔥か赛 

K P 、 辞，千野一 
G 巳魂す藤- 

加 W 本井を原本ま野原輪中 

蜡獅山中柳火巾蒲小松1=^^ - 

得〇 〇 615日 U 1〇1円 _ W 

曰*:损木は插魏したものの、や 
はり "： E ^ チーム W 大同め愛知め 
體合力には-歩查一半を講った。 

栃木は元奇よく飛びおした。前 
半现分 6—4 切リ！ドは、地元ブ 
グンの顯待におえるに巧がだった 
し、凌半日か巧 f . 巧と迫った寧お 
も、を恐ナ5ムカの高さを思わな 
た0 

しかし、愛知の載きにはつねに 
お指があり'、特に口—にの，あと中 
ホ、巧輪、ぶ原、蒲化ら-で日点を 


舉ったを擧は、貫禄を感じさ呼た 
稱木は、せっ加く1点差を詰め- 
寄りな がを、 突き放された たを、 
j 磊に疵れがかた感じで、をとは 
松井め個人段で、散補的にボィン 
卜を-あげるにとどまつた。(お山) 

広島篇 U }。 ホ販 
^0.00300230012 -n 
ra 貴田攝野羽，西ホ本幅韓稱本 

i 唁本高爾お太顆辻即千二一腺 


K 

G 


^雷山义嫌) 


ぶ城再用靖戰山本上$田爾 

拡ぶ葡津禪志ード山池藤松巧生 
耳〇 〇 4厂 。 -i 4 5 5 1 4 i 〇 が 

〇;大阪は煎半 W か 3—4 まで 

せり.なっていたが、そのあとを島 

のな雲を一方的に受けで如が ；： j — 

3とされると、-日ごる⑩ひたむき 

なプレ！ボなく..なり、そのままず 

るずると被れてしまづた。 

•(栓山】 

y る決定戦 

0 .木里^^^把如大 蚊 
〇;8月の金 R ぶ教藏員運手極 
でが轉を争った両チ！ム9 
徊々のシュ！卜力で膊る极ぶが 
先ををと「でいたが、チームぶで 
対抗寸る太阪は、相手の得点髓‘ 
較幷、ホ山をマンツ！*マンでマ 
E 夕、この策が成功して、中疆い 
をどは逆振した。 

しかし、若さとシュ f 卜丸のを 
る栃木は、しだいに走りで大阪を 


匹倒、残り。ゎかからめ連続6ゴ— 
W で巧 1 U 、 後半.に入っても、力 
強い玻擧はおとろえず.、 W か W ! 
W から灼埋‘蔬5ゴ j ルで殿貞を決 
がた。 おホ) 

Vi 

愛知或バ ru 一 S に島 


#-0004,0. 2153000 
化裔贺巧ぶ上本出本赏 

拡楠太津靖甚尸山池权巧賴お 


K 

G 


{害.¢1) 


日 


^见本井を原を本弹原脯中 

蜡柳山中補ぶ獅中み祕巧漉 - 

MOO 491010010 - W 

〇…いつも燕戟⑩闹者。この試を 
でほ，広岛(颈を薬品】が8|9 
9― 白、 g 1 3、31のとおいぁ 
げ追いついた後平日かからの約5 
か間にャマ靖がぁった。 

爱知(太祠特涨銷〕は、ここで 
当然、補化にポール.を集中してく 
る0 

ゴ t ル E 酉雌っでもないフ y I 
义口—から碟サかを巧ちおろしで 
U 1 W としためは、後半只.みが钞 
だ。 

愛知は、この糊を逃すことなく 
i 気の攻め-こみで二ぶの PT 、 幕 
连が南っさり決めて巧分む IW と 
開％^。 

広覇は巧分松本が1点を返した 
が、をめ苗と U . か間無得点、愛知 
は別-分大原、のか蒲まで巧— U 、 
ここで愛知の8逆隙がかお(お山) 
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氷見高{富山}の 4 連覇成らず 


少年巧モ (= モ t ム) 


t > l 回戰 

庐卑亂^ 






^ぉ f 


S 


神.-: 削扣 §. 


境棱選 


u -丄 


常 


贡 


山巧 (祉 IUW 昭’間 




敝 


で I 

A 阮马 f 日 V 

(太眠.：两 21. 巧！5一 1 
校遇棒} 

喪 媛 
C 斯居お 

エ理 

0;:.富山 X 愛知ほ、残り W か巧 
I けから達.おが稱卷(聽知招 Q 
3ぶ述取で逆お、富山もおり驻み 
同瑞のをと紙かが挫の P T で E ?! 
け聰おをがめたかとみえた，が、愛 
知は残りお砂の liEJ として延長把 
人った。延長徑は、愛如が押し端 
味で残り4か站1別とし.たが、育 
山は举独のまとまりを枯なに発禪 
槛巧の火盛躍で残り2が如.—が， 
タィム T ップ寸削、；1一たびおがが 
ボストから遮紗のシュ t 卜を決め 
激戟をモノにした。 

をと0二試合は予播凹上に力の 
差がめぞ尝、特に冲辑がが半にみ- 
せた猛或は、 すぎまじいものがあ- 
った 0 

富山、出口、沖 硬が逆転 勝ち 

0準々決殿 


を 


7/3 ぶ含西 

賣 


山 U 4^81 h ^ 

.(爵校透2芯（6、一 

装' 

栃 水り/が "— G 了ゎ 
(椒の葉 2商—日てホ 
少年男モ 
選抜軍心 

沖證 (n) け 1 還抜？ 

0 . Hll 試合が逆転腮を。出口 X 
埼玉は健半了分；2 — u からん口は 
旗を、原旧で一気に巧—::3；と迹転 
いちどは埼玉に粘りつかれたが、 
强り5か W 3 巧から邁擺日ゴ！ル 
しで突き放した。 

沖縄 X 福蔚も掘島がな半、いち 
ぢは3為差をつけたのだが、沖縄 
は，记か巧！巧のぁと5ゴ ー ルをた 
たみかけ干；導権を奪った。 

補商は南衆(学法石 W 乱：>、股‘玉 
(を稱高)らの攻撃力で先巧しな 
がら、後半ボをりがとまり、沖細 
につけこまれた。 

裔山 X 福岡は、お独テーム同 —H 
のが戟で、大変な点のとり-ぁいと 
なり、昂山が巧—巧から姐 is' と 
すれ该、骗間もすぐに如 i 鼓とず 
るなど.、もつれにもつれた。 

しかし、福岡め動きが気に鈍く 
なりたかお降ノしコール、富山は 
か间点(卽—如)のあと連続得 
点して、あっという閒に U 点薰を 
つけてしまった。 

振木 X 大阪は、大阪.にシュート 


ミスが多く、前半巧なから破木が 
先モをとりつづけで快勝しを。 

山□、後半に葫れる 

V 準お勝 
基 


h - 8^-^ i s で.：：一 

止1 ^ .H 6^1 

得〇む322511曰000 
JJSJ ))) })})) }sy 
し厂丄エてエてエ H エエ Tj 国 H 

闻国国凰国閉國松國松屆 
場-お岩岩岩岩岩下岩ドを岩‘ 

{c/LKf^^\ccc{cc^c 

本田旧本手固水 m が木見浜 
W お壞藤洒曠原掛川山-古世大 


G 




0…扼木は線^!111$?充みで円なた 
っぷりなぶち上り〔 7分' 4 !1 ) 
だったが、沖挪も粘り巧か日 16 
と追いこんだ。 

しかし、栃木はディフでンスが 
まとまりのある ブレーで、その後 


部 


中な田坪原原政'綺本打 
I 則-过尸 、戸森 
指‘田湖お，か金中潮川ム楼- 

得0 0 d 5^1110日〇日1-が 

〇…山口は巧々31 .4 から5点 
を奪って優位に立ったが、後半蘭 
i ぶお後、退攝者を出したスホに、 
富山のな撃-ををい日み夕-19、一 
進 I 追から富山が残り日巧； 31:2 
のあと、ディ フ ンスの立ちなお 
りでずりを固める一方、みごとな 
チ ] ムプレーで轉な機を活かし4 
点連取、山 U を掛し切った。 

(化井) 

.粮木語 U で沖縄 


待む〇む12王322000 

縄原滞添原原原茹原原原损溃 

削辄楠が前前抽前前前前浦 
VCCC 

納城閒門骑碱地原本山な原 
ぉ麗 ヶ鳥 
閒恵玉城棠新糸下上莱瑞仲郎 

叫 dlf 

木工高蔚高エエ院高エエ高髙 
利橋極山利利学搞剌利橋橋 
を石巧烏お足国お足をち石 

( c (( cc ((( c . c {^ 

原ム井井蜡边意牆廳喊川木 

恥巧巧或璃山渡嫌吝加域荒靑 
00 0726 1 -0 4 0 0 10 

の冲纖のぶ擧を最少限に食いんめ 

攻めてはポスト、迹巧と多彩な展 

瞬で、楼半化か别！目、太勢を決 

め’た。 (ル强 

▽3 を決定離 

沖 縄げ强 W 山 日 

〇…山 口の 滑り出しは W 分 6— 
2とよかったのだが、沖縄は後半 
になって、<ぶ耸好調の攻撃が一 
気に火をふき3か巧 i むとをっさ 
り迸範、さちにか擊の手をゆるめ 
ず巧せ 3— 巧と逆に優位となり、 
残りり. み班！巧.椅願の3短入賞 
を鮮やかに拽した。 (平姑) 
1>決勝 

横 ホ艾則 U 。 パご.岩山 
〇…緊這したム！ドは、さすが 
にみ雌戟らしく、 しかも 地元栃木 
が i , を逍いあばたので、ム f ド 
は 最齒に 施別ソ 上った。 . 
史上初の4迹覇の偉業に挑む富 


U 得 G ひ 3 211 日； .E ひ U 〇円 

山中％屬基寶崎 


苗ホ戶 - F , ^ 


K 

G 


i 社審‘ 


止义趨 


3 


が蜗山藤倉辺崎井ホ聽腺-川木 

* 石巧夸鎌渡 山 薄武加燦荒昔-. 

得〇 〇 61〇1 L 。 3 u 〇り一〇 I 化 

山•氷見高は、相手の固い動きを 
突いて巧みなパスヮークからポィ 
ントをあげ巧み7 i 4とした。 

栃木は、先な.されながらも焦ら 
ず、 じっ vy と 器 撃め撒を を 待っ 
ていたようで-， S か P 了で Si 7 
として、 いっそう、その手がかり 
をしっかりしたものにした。 

はたして後半、振木は述なから 
.じわじわと点棄を詰め W か y — ろ 
と追いついたあと n か巧藤で逆'.斬 
富 山も、 その直後、-矢 巧で W — 
3、バ まで 感をとり.あったが 
栃木は； S かを藤、"；；分戎井で辄の 
2点差、 さらに 2点をたたみかけ 
でのが K 1 む、大歓声のなかで錦 
利を決.定づけお。 

富山は、前ホお分な降、約じか 
間逍加点がとれなかったことと、 
終盤のシュ I 卜を、楠木 GK 碑に 
測かれたの一がなんとも痛かった。 

お木の愛蝶はお年のお利高お來 
如年ぶり。 

なお、氷見高は前夜宿舎のとな 
りが出火、全具が消火が業に魔力 
被善を最か限にとどめる"活隨。 
を示し、ホ民から感謝をうけた。 
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石川、広島を破り優勝 


少年女子巧チ i ム) 


VI 回戟 

広 島 3 /n 
(山照ホ1\7 

.3 


:了 E 


愛 姑。石！ 30 茨城 
(選接. 2命 13 Y 〔水；術道 
二高) 

0 本看1で出：海造 
量抜)是 8 — 乏£ (訓略谣 
掠) 

〇…楚如 X 茨城がか避りぁいを 
演じと。光巧しわのは爱如だった 
が、奴城はすぐに逆転、 I 遁【退 
をつづけた。 

しかし、爱知は相か t -1 7 かを 
柴扭0逃掃褐点で再び。へ ー スをつ 
かみ、後半 5 か巧— 6 からの 5 ゴ 
1ル連取で勝利を決をづけた。 

マ準々巧腊 

招ぶご？—い一9 (全种幾 


に 


(全神幾 
川) 

损 木之日—.33致强 
(柄め葉 i 命 —1.1: (新坛仍 
ホ年か ‘ T ホ荫商) 
逐お軍) 

愛知ぉ巧 u ) s 心運攘 f 
雜 本 




715ご 
513、 


4寶 

曰 … お梅え⑩ある試合がつづい 
た。ぶな X 神奈川は、キープ気味 
のに島と早い仕掛けの补奈 W とい 
う好が照だったが、広留にはいき 


なり.4 1 〇とリ^ドした余おボあ 
った-神奈 W は後.単、一の颠(巧 
倫赢)のずばらしいプレ I で岡な 
(717) に追いついた，をのの、 
主導椿までは握れず、に島は、こ 
こでもじっくりかめで2点、逃ば 
顿った 0 

振木 X 愛齒は、振木が巧手の、、、 
スに粟じて先手をとり、愛媛も P 
T を活かして迫いをげたのだボ、 
栃木め尚い ディ フょンスにをって 
前半ほか ？.- — 4 のあと、後半 W か 
までノ I ゴ ー ル、しかも、.をげた 
3 なはすぺ y P T といぅ貧なでは 
腺利は望めなかった。 

愛知 x 巧摩はお摩 G 氏薇本(妍 
化を院)の一兀気なプレ！で盛りあ- 
がった ボ 、お 庫は 攻めが 荒く、 そ 
こを巧者の愛知につけこまれた。 

節半の3点差は兵摩にそれほど 
負抵とは孤われなかったが、愛知 
は後半顆始を.々5ゴールを奪い7 
みな—5、蜡なを決めた。 

石川 X 雜本は、優避候補巧±ら 
しいげ盤となり、わずかに能本が 
巧し気昧だったが、お 一川は：3 か4 
—自から QPT で同点、きら一にぶ 
巧の趙厨で2点を加え、’一気に缚 
禁を遍り返した。熊本は後辛にい 
ちど i 点差とし、相ホの得点源二 
人にが眷マークをつけるなどおつ 
たが、な堅力に .一 押しが欠けた。 


ぶ島、疏木の黃砕く 

マ準か勝 

広 島 wi 


21 

11 

0 0 
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栃木としては前坐 - 守りが荒く巧 111 
P 了を課せられ襟口を披げたのが 
悔やまれよう。 ( 千野 ) 


U 愛知 


副溺潮山本巧なお攝円田山野 
蛇深复あ中中渡旧桶腹お山膝 
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^001341700000 
田宅旧：祐木川化巧裕旧藤 

_ぶち新中糜高中太商糜.和大 
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木商闻院高高销窩院隨高高間 

岡，双学ぶホ W ホ学学刑ホ女 

歷顧国栃栃小賄国，韓の栃お 

/txccc/vccccc-^\c 

生原本の巧 W 腊居肝中を栗 
扬 を 
孤葛梁湯森見長を鳥因町-お大 
得〇 〇1 2'1‘ 2 〇1〇 〇 :り〇 

〇…全部巧決践へと顯う栃木が 
つまづいた。 

ぶ岛 G K の好ずに阻まれ思うよ 
うに点のとれなかったお木は、後 
半みちがえるような郵 I きで日ぶを 
奪い巧分715、押し切れるかに 
みえた。ところが、このあと小さ 
なミスが出て、巧り4か禪で2点 
を失い症馬戰へ則きづりこまれた 

いちど逆転した試をを追いつか 
れるのはショックだ。 

延長梭は、明きをかに破木©な 
ずには勤揺がみえ、「方、に留は 
かないチャンスを活かすとと4に 
守りでは、な樂.に-がホの動きをマ 
—^.夕、 .3 i 〇と引さし、被亂を 
呼んだ。に島の気力が貸されるが 


知学ザ爭ザ爭学学学ザ学学学 
哪哥'码昭喊响嘶嘟巧狐咽邵 
市がホ市化市巧巧ホお.巿市 

ccc.cc C^CCC_.C.C^L^ 

がを野が井艳.村のあ癖野 


愛. 
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段木一二駕寺坪き裹稻おお 
唯リ〇 〇 4 4リ】〇11〇 U 〇扫-じ 

P : 事実上の決勝といわれる一 
戦だけに H キサィトした。 

M は、爱知の切りこみ-にホを 
焼き、前半4本の P 了点を奪われ 
後半に.は•攻撃的-単調から相をのな 
擊を許し、残り分川！；：！と苦し 
かつたボ。-か太旧が同点シユ I 卜 
を捷あて持ち直した。 

このあと石が•はサヨナラ P 了の 
場面を逃したが、延お後は完全に 
マィ.ぺ I ス、化げ太巧のみごと 
なミドルを口火に3点辿取で黯お 
を決めた。 

愛知は気力のあるなずで、患と 
5かまで優劈であった。終ってみ 
おば、耶しながらち止めの-本を 
刺せなかったのが悔やまれよう。 
逆にそれは石川 GK の健閨という 


ことになる。 (がん) 
1>3化決を戦 

愛ぉ器 U 丫ぉホ 
0…栃木は前日の敗戰ショック 
ボ拔け切らぬよぅな試みぶり。リ 
t ドされたあと、なんとかがろぅ 
とするのだが、攻陳両面に鋭さが 
なく、 i 削ホな々 31 日からの連髓 
日を篇で、事実卜：、勝負は法まつ 
た。 

▽決縣 


石 


r — , t 三 t -5\ 


に 島 


瞬〇【りり2 212 〇 〇 〇 〇 〇 
加漸部田ぶ巧辺がお m 野凹旧 

促諾廣ち中中波西离願藏あ山 

帥 f 2 a 
P 旧宅田田 Ei 田木谭備 E 5 森 

巧吉新髙太，呼ゃ高，漲贩ぉ大- 

谓 G 〇171 C ； 2 3曰〇 U 〇 I ^ 

〇…前半は多彩な巧め合いとを 
ったが、•‘後半になるとぶ島は、石 
川の曲足のあるディフェン'スに、 
な擧の芽をつぶされた。 

この間にお川は、速攻から着お. 
にポイント、8か9 !5と主導嘘 

を握ったな 

に島は53せ中®、じみ渡辺で3 
ぶ羞とし、あるいはと思わせたが 
石川は、 ここで 巧 スバ！ 卜、2 か 
間に3ゴ！ルして V 粘ろぅとする 
に島を突き啟した。ち^の邸因に 
守りのをををあげ化い。(で野) 


王い- 





















日立栃木、園体の好調持ちこす 

ジヤスコは大崎電気に逆転勝ち 


* 尚体ブレ.1ク"のあと、 S 月郎扫，姑帮と怯义(県野〕で I 丹銷、巧子2、ホ子4試 


グ 

- 

U 

本 

曰 

巧自回日本りーダは 
合が行われた。 

單卜は、谭を薬品が乱戦なが-をを二赌间進を破り媽当に2驗目をぁげた。ダ]クホース同±、を目の日 
斯製麵 X 乂照ィーダルス戦はお巧した日骄が辛くも.逃げ现り、 A クラス人リに帮理を鍊した。 

一方、もずは、栃木固怯で宿願の擅雕を飾った U 立揽木が、をの巧調を持ちこを立む電機に逆虛腰ち 
U ちな1戦でも大辟竜站を關し3連賊1トップに立った。 

逼 うみテ— ム は、 U 本ビ タターがややぶちを-おりの 気 晒をおし、 3 連胁け指すジヤスコは、うる杳い大 
禍を突 塞 放しをものの、沖縄でのな石戦で手痛い一敗を辑 した。 

このままのべ1スで日立损木ボ走り助るか、ジャスコらの迫ぃ志ばがなるか、かつてなぃ興味深ぃ熙開 
をみせな，が拉、いよいよ大語の激戦を迎える。 


ぐ 第3 週 〔 W パ那 3) 

可巧ず•京辄 

P— 01 

〇 ^ i 〇 3 白' 円4 .王〇 
财旧貴梳野肆井本野羽西お本 
端 原 

が本信裔聰河骗让千粗大 I -一勝 


延當•觀教 
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5- 
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T 

P 

C 

巧 

0 ... A グラス人りに蒂望をもつ 

轟乎1ムだけに熟がこもった。 

例にょって大阪は立上りが悪く 

巧か 411 とリ—.ドを尊われたが 

前ホ披了間ぎわから、を半のかま 
でに、巧みに態戟を立てなおし化 
みけ — W とがりついた。 


川，巧蹟上若見賴；哲斐 

5一一舌如大蛇祕ち.網 S 甲 

^00 5 4604 5 1.0 00 


しかし、 R 新には、すっかむ地 
方が。いている々^か奶上拉ゴ！ 
ルのあとのか PT 、 如か總出で4 
点差をつけ，このピンチを油れた 
D > 同*補山 

澳永燕品抓品 U 刪)如一-一陽雨を 

谭 OU 72413 U 1 2 0 一 化 

^おが十子木口原雖舉腮 

に吉山無坪髓山を大幾斉 

叫 （ 

G 1 

城井 W 積上贺本ぶ本困甄の 

扣大顆津牌池お山松藤戸生巧-— 

耳〇 〇己4 717 3 3 2 U 〇 - ぷ 

〇… II ;晒は自分 311 .というが 

スさート、かすぎ志で化巧した 
巧带よ，.、こめあとようやく目が 
さめ 4 点述おでべ tK を歌り一おし 


.站專無) 


を。リ t ドを 許す と I 二阻は、砸人 
の叟遮力に颗り酷ちとなり、しか 
も巧、化に、後半、関0マ T 夕(戸 
m ) 術におられた.ため、得点がま 
とまらず S 妊 W 1 巧、大勢が化ま 

った。 

腿ったとはいえ、頭永は本謂子 
とはい定をい。 

V ホモ•京都 

日をおホい u ^) u 立ち電槪 
寻〇円1023320 UOO 
なか$戚下邱 m 立^圍が藤 

は井捐姫を木沾茲羽菩等掃ぶ 


强晋•讲化^ 


1 _新逆 

:沢藤田出'尸揣上攝巧細お田 

巧寺ホ亨搜山太水をを壁か前 

得001305410 UGD 


0:自立セブンに貫禄が山で来 
た。円倍(罔体制覇〕というのは 
太したものだ。 

試合は立ちががし気陆.、.パラエ 
ティに當んだ攻め口でホ巧、巧な 
日—日から姫野、水下、紀野で覆 
泣に立った。 

ところがを半になると、日なの 
强い欢めに、守りが乱れはじめ7 
がまでに PT などで4ぶを失い化 
み w — y と詰めあられた。 

ここで立石は姑野む-巧なで U — 
9とぺ！ K を取り戾したが陪みえ 
たのだが、巧かお碑、わずか3お 
間ほどでを点 4( PT 2)、 あっさ 
りま遵植を日立に摧してしまうた 

こ0たたみかけは、これまでの 
日立に無かったもので、勢いの苗 
るチ—ムのパヮーを見せつけた。 

こうなる と 守り も固まる。 か 
お降、ぶちの故擊を完封、别か元， 
窝もの-氷上が、ぐさりと隙利の一 
投.を刺しで恆牆へ最初の熙巧を突 
破しお。 

V ，问■徳山 

ジャスコけ扯 U 太歸请気 


皆0 0 2 310410.り〇〇 
腳村野 m 井！島閒幅.靖本 

U 藤梅願ち渡徳江巧宮單端 
K 

G _ I 

^‘一部田ドニ山寫山岡枯本 

:!一: i 心お平 fe 山横宮若松重丈 
背 C : U 1472 り'20 0 〇り、 


背鐘) 


1 


3 

r ' 

DC 


〇:.ジザスコは先手をとられた 
焦りからか強引に巧って 出で、 か 
えって火赌につけこまれた。 

大鋪が彼半も、このべ—ぶを撞 
っでいれが、もっともつれたのだ 
ろぅが、ジャス n は パ！ブ タィム 
をはさんで落ち着きを取り寅し2 
み 818 、5分919、9か化 1 
のと大陋を鋪をつけたをと"ぶ本の 
PT をがが決めて、ょぅやくリ！ 
ド巧かすぎは、前平とは逆に、大 
崎の シ トミ スを 述欢につない 
で引き放した。 

V !1 ■拉父 
プラザ E - 


で業. 九^重 墨 機 

^001043101006 - W 

g 間本巧驻本ん乂旧賴姐 f 

町結寺 古川沖 鈴宮 弃森大鈴— 

去お‘巧遭 
F 一連田島/ 

J 久が原の或お叫がお崎下ず 
ホ 

い摇中杏巧則增胆山瑞尾松小 
232221 0002 

〇…*機は、が半巧みまで相を 

の U 本のシュ[卜を目点におさえ 

攻めてほ^本の活罐で 412 と y 

1 ドをつづけた。 

ブラザ I はの分から衍巧に当り 

が.山て一気に点祟を誌めたが、宣 

機.もホ遵権までは髓さず、後平日 

分まで材ぶがつづいた。 

溝肖をがめたのは W かずぎ、ブ 

ラザ—がを原のシュ！卜を口火に 

4 点理取した墙面で、重機はまっ 
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うちの：トス、背番号 50 

基本に忠おな遇手ほど，,隙拽拓蛮に卽 
けるらので寸。基本網をこ垣れたパカが 
フオーィーシ3ンを姐んだ、ビブターの 
カラカセ50。<見る•間< •姑る>を一もで 
やってのりるマルチフ ■レーヤー。 ろラー 

になった 1 楷 が妾メ々です。 

■ビクター〜のぉ M いをわせ■力さ P ブけよけ{で J 口！;! 是垃干れ aK 巧が间1-卜 4a 山ビル曰おビクタ ー（ せ?イン 
fTEL30t Oa-M 口-〜 >わ Jir たがけ古 L た L のけ坦 At し T ちし tv どのけがけ- >ホ1|去上-(|1リちじ？!巧で巧巧!でさ3せん， 





「速 報巧巧。-、 S 岛 


たくをずに破れがのぞき、-狎しまチャンスを磕燕にモ/にしていた 
くられ、 をれまでの毒戦を 7 ィにが、ずりでビタタ I の巧進を支え- 
してしまった。 切れな面がのぞき、痛いところで 
日本 ビタ巧(己！ 5) ぉ 比 H 銀行 PT を郎せられてしまった。 

哲〇 00200月02100 

骑を巧ん山-ド歩巧木巧ぶ t 

蜗な 玻 

H 酒 '次卞水^^ 

帥 な審，&} 

d 逊木觀一富哲城應村上おを 

巧触鈴加池み染岩がおがみ池 

得0 G 1 28013 U リ 】 UO 

0…损木国体で戸立に取れて旣 
來、ふさぎじんでいるビグホ—が 
どク立ち歷っでいるか化目さかた 

が、前ホは、まったく攻寸にチダ大同特谦 f 旦8畜 j 
ハダ、4恋を点が音れば、，骗 J 巧—パ1グがス 
化岗の莲程ぺ！ K を奪われただ日新製销当加 U 技ーニ協兩金 
ろう。 

しかし、懐ザになってようやく 
ホ王らしい試なぶりとなり、即砂 
池 m 凹ゴ！ルが志よ二本 QP 了を 


己 


ou ぶ目 H (沖継〕 

胥况ず 

1— 蟲お品削技研 

一>女子 

立が室機兴ジャス n 
ou 巧3曰〔ザー岡、太破) 

V 與子 


じ_ 


了か国解が 


含む連损7点でのが^:3|5、掛利 
舟^ドをつばた。 

化圃は平歩のシ。ーートカをどで 


可み子 
ブ17 ザ！ 

工業 

卽本ビタ典 IN パ)目憲霞 
日ぶ帖木共^ uv 大崎電気 


貴" 

か。 


食 ouili 2 33 
分010001 OU 


で 


誇。—戦 


c . 立お1^ 乌を 3 こ 口， 3. 
とジ'ザスコ (9 :n ■岐阜)、ビタタ 
[〔の ： n •み海道)、ブラザ](撕 
日* おホ居】を残すだけに、優勝 
暴窟お離とないい切れないで 

111 戳な中では、いちばんジャス 
コ職が危ない。损木阔体からをが 
リ K ムが、このをたりで窗ちこむ 
ム跑があるからだ。 

ジャスコは，立石械を落した厳 
聲が、今盤どぅ出るか。巧立戰に 
殿れると、一気に転常してしまぅ 
懸急も ある。 逆に、ここで日立を 
叩けば、の U のビタター戰(畫恐 
に2速罰をかけることが巧来る.。 

ビ クター は、な石戦〔巧日•巧 
日が)が〔つのヤマ。立ちも、こ 
の一戦をとれば、廣睐の逛みが姐 
てくるだけに、齊味深い。立ちは 
この 一戦をモノにすれぼ火きく張 
り山せる。 

ダ J クホ1ス罹きれたプぅず1 
乂骑電気は、波が蛾しずぎを。い 
きなりビタタ]と引きかけて、あ 
るいは、と思.われお大崎も、ジザ 
义コ、日立には通ぜず、あとはな 
石戦苗目.質】をとって、接勝 
をいを引つかき姬すだけ。 


言。 


つ一試3 2 3 3 

品爵绩 K 愚舎 
男 も..ル.鈴 女 
-妻班製ダ"^商 W 
ぐ 恃 r 一^ ク 
を 司 箭ィ技隅 
同厮お 

诱火！！：大ぶ I 二 


「制ら夸年も大材 X 强 
ホ_コぶ機気行機日お戦で粘署のよぅ 
だボ、女子はで想 
を上姓るぶ激戦と 
なってきた。 
いまのところ、 


お^スー竜竜银菁肖 

立ビヤザお崎阔巧 f 
本.ラ 

R 日ジブ立乂北京 


可未定め U ぉ：5日•お戸市民体 
1のホ子の東な重馈 X ホ晌電気 
は時のか聞贿、男子の太同特補 
銅 xn 薪製韻は巧時如せ開城。 

VU ぶ站円臭すホ肯銷のぶ子、 
な巧竜機 X 太歸瑶気は；：！；畔卽か開 
始、巧子の本巧技挪節鹿 X 日新製 
銷は掉酣始。 

女子 2 卽 1 回戦終わる 

日萃リ]ダ2部は、巧みとも順 
調にスケジユ—ルが消化、ホでは 
i 凹戰ボ終了、大和銀た、ムを々 
夕が一隙1がで並•ひ、得先点莲で 
わずか4点上姆る火相が1位でが 
な返した。 

興すは、 U 巧3日祖を、卞想ど 
おり大靖苗知、三景が3通職で卜 
ッブを並よ J 、 帖の4于！ムはすで 
に弦勝のす罷性がない。 

一> ホ子2部(化月犯： n 、 ；：：月3口5 

大和蟹な里加 UT 鹽馳體 

組合 

大ぉ銀巧ムぇカタ 
引き分け 

マぉで'2部(：：：リ1〜3凸 


ク瞬32 210日◊腑3222200 〇ま 巧子は、どうぞ ブラザ—は、9日のビクター戦 


「9日•披早〕をとるよぅなことが 
あれば勢いに巧れるが、昔をのジ 
ザ K コを擬すだけにどぅか。 ( S 〕 
日程1 日本り—ダは U 月の 
部変更日程についで化のとお 
り変受などをお表した。 


お酶毒気お——巧 
一二 農强——巧 
トヨタ 审ホの！に古 
丈崎電気如 1 U セン 
三 景 n —— 巧 
自衛廠能旧祁——口 
大嗚盖気お^^巧 


一二 


是 U ——巧 


口欽淫材別—巧セン 


自祗據勝の 
日錬》が 

ント云ル扫郵 
トラ^自動寧 
トヨタ卓体 
日銳建が 
トヨタ 丰が 
自衛が勝田 
トラル白動卓 


— 1日一 


















大极本社大阪ホ福宴区大開 I 一 8 — 3 


暮らしへの奉化を合言葉に。 




鉄 

は 


と 
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だ 

ち 


右から銅〜、鄉から鉄〜。入鞠がくらしの中じ 
鉄をとりいれてから、既に30日0ホな上らの年月が 
たっています〇いま、鉄はわたしたちのを惭こ 
深く結びつき、社会を支えるたいせつな悼割を 
になっています。觀のホ強い手ごたえ、じようぶ 
で'' 加工しやずく、薦源にも恵まれている鉄。 
新日鉄は、'社舍巧•さまぎまなニーダじが応して 
鉄のもつこの豐かな特長を余すこ t な < 引き 
だすためじ、新しい技術の開発や寶碼 • エえル 
ギーのお就利用むど樞広いな野で、多くの 
テーマと とりくんでいます。 

减脯曰ぶ製 i 罰 


— 1打一 
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高校選抜の出場校 rw 巧」に増大 


全国.なお速ハンドボ！ル部は- 
来年のを日本高披選を權などに つ 
いて発表したボ、注目されるのな 
來年3ぶの全簡瓦校透技ぶ会〔お 
古垣)の 蕾加校を、興女とも蟹冻 
の W 校に增太したことであろぅ。 

ク 

V を国高お稅合林育太尝について 
。昭お五十み印度 

期 H • A 巧 j 日(止，)聞始ぶ 
118〔ぶ)〜セリ(金) 
競技 

会攝，お京都 A 王でホ 

中典太ぞ(体育館巧晒’ 
单天假 I 巧、クレ！ n ! 卜 1- 面〕 
。昭巧五+お年 

太赌閨体から-十年目を記療して 
鹿化蛙が単人町にて巧なわれる。 
マ全画遥技大.をについで 

。昭祖五 h 五年度乂尝は、来薄 
三月二十五日 J 二十と吕、をみ屋 
がに於で閒很される。 

木年は巧よを十六乎1ム(徙来 
は.个チ t ム〕が赛化する。チ-1ム 
の円訳は、加盤校数並びに各ブロ 
ックめ都府県教を觀慮した.。(担 
しお海地区は開催地の枠にょり酷 
いた。)お祗遁一、典-お一一、脚浩 
二、遣海 r 化侣驢 I !、近類 M 、 
中国二、四屋一、化測二、閒懼地 
一、舉加于 I ム飮についでは、今 
を I 四チ ー. ムに增すよう耍望が 


多いので、地ぶ阱视県と協萬ずる 
を力をする。 

可 日璋高 巧を 觀 試をについて 
お十み•七年度は中地既(束海 
•化情越’近畿心が担当ずる。 
t > ジュニア•ホ シヨ ナル候搞のリ 
スト アップに、踩体述からも振補 
を提出ずるため、全国磯体のがに 

来年の日本リ I ヴ 


H ' 本リ！ダは、このほど来年の 
「第日凹口本リ .1 ダ」の運智基本 
方針を明きらかにした。 

それに.ぶると試な方なは、男子 
が2年ぶりで6チ—ム2回經当り 
女子が 8 ず ー ム 1 回総当りで、男 
子は各み j ド1回戦(巧試を)を 
前姻、 2 巧锁を後期とずる。 

お子はを骗試合を.2期にをけて 
巧なぅ。 

期間は、前欺ボ6月$3日から7 
巧5円まで、後期が n 月7日から 
淵白までの予定で、すでにが都遍 
拖県協会にがし、銷催希望地を黨. 
りはじめている ( U 月即日/切り) 

注目されるのは、チーム費巧お 
おめ锦減を はかるため、 開値地を 
ブロック割りにして、葱ら.かじめ 
おを、一回の遠征で 2 試をが消化 
でをるよう今りよすることにをつ 


強化部が推薦メンバーの運考資料 
に貴し-化。 

▽外国遠征についで 
近年外村ょり口本端会宛に高校 
生お象程度の漂.大鼓お碟が入りま 
すが、申込み期口の麗係でこ托ま 
で葦け入れられませんでしたので 
この二月を例季•巧尝までに、ホ寶 
掠、爾望地区などの調べを行なう 
ことになつち今年度は赶濟、イ 
タリヤ等からの招聘があった。 


を.说だ。 

ブロック割りは閱東〔おをなど 
1都6県)、中部(愛知、ちがなど 
6 県)、撰西(大贩、ぶ超など 2 
府日県)の三つとし、この一二-ブロ 
ックなかの 1 道巧路は「単独閱摧 
地域」とずることにをった。 

この-システムによれば、男子4 
女子4チームが，あ-る遇姐+一彌、 
日晒に関萊ブロッタへ遮祀、巧玉 
と栃木で各 1 試合を巧ない帰れる 

現巧は、今週九州、来週顆旗と 
とび、しかち、を 1 試をで戻ると 
いぅ不経がな日禮が多く、巧轄討 
ボ望まれていた。 

また、運営裘員会では、前、借 
期とも、できれば3遇前で R 程を 
消化したい.浩巧をもっており、閒 
催地チ！ムや、チ^^ム格動の衝が 
で平口聞蜡も利用することになっ 


を o 

これちの，「戦化を、日本り；ダで 
は「短掘索中システム」と呼んで 
いるが、経费耶減とともに、来年 
は、•男みの世が.選手摄 T ジアで選 
男女の r 但韓ジュニア選を梅アジア 
予選などが巧われることが予砸さ 
れることも考りょに入れられてい 
る。 

なお、一部にホすの自チーム翻 
ホ謗が流れていたが、来年はこれ 
までどおりぷチ]ムとし、6チ！ 
ム制は扣年度な瞬に鞭社ずること 
ぶなった。 

まちマスコミ対策を強化ずを 
ため、前を期各週を既莱、中掃， 
醇两にか歇し、テレビ放映などを 
幫賴昕 M 心地遞することも申しをわ 
されてわる。 . 

東ドィツ招；待や日中を流 
則年度 G 国際事業 

日本協会は、の畢業計画 
を煮つめはじめているが、画隐交 
流としでは、モスタワ-ホリンピ 
ッタ優膊の粟ドィツ究でめ招待を 
最僮先に考えるほか、 U 中を期.父 
流(中国柳柬.日)も、上半鄰に組 
み-こむよぅ檢討されでいる^ 

また、シニア、ジュニア各毋ホ 
み.わせで四つのアジア予運のぅち 
一つは、ヨぶ聞谐が聖まれるもの 
との益適しがあり、 U 月、.？^巧の 
常務理事会で输議することになり 
モうだ。 


「短期集中開催」ま式を操巧 







各地学を秋季リーグ戦風 


体 太 及頭り) S 部彼太 


曰体 得失点 早稲田おさえ優勝 

闡莱爭年柳季リ—ダ觀は、9巧如日から再如 P まで東京•齡お屋内站技掘と同が育飯などで行われた 

を目の巧で1部は、赏1曰、有力とみち-かわ早髓巧が伏兵•国±縮に敗れる波孔の關幕となり、その早 
輔旧が、黃 3 n : 试牌诗ち-なおし日ホ、中央を述祇したことかを、がぜん授勝争いは丈キサィトした。 

第日日を 勝って 早、中、 H ホはいずれも5脫1欺、傳失遗荒では中头が训 ^^ 吗を禍巧か剛 I 削、日体 
が靴—恥となり、载終月の日棒 X 中央戰で中典が i 点差で蝶てげ、早精田が现波戦に S 3 点说上の差で勝た 
ない限り中央の2這廠、日体は一二强手といぅ嚴趟になった。 

まず、早棉凹 X 筑波戳で早稲田が.快勝、搔あ点差を W として、搔勝戰線に残った。 

これで、摇のホ目のぅちに始った日が夕中央戰は、^^^は勝てば梅賭、日体は4点差说上の勝利なら磨 
願といぅことになった。試なは中央が沒腿を患識した加邸副をブレーが多く、日ホは着々と yE ド、にわ 
かに日体瘦瞬の色が湯くなり、'ついに如—巧で快聴、早擺西と间率の6勝 i 欺、リ】シーズソ速絲得失点造 
の争いとなり、曰体が巧搁巧を如点上翅って、2シ—ズンぷり处疵 H の硬髓を飾った。 

前日まで 植勝最結を離の £ 八は 3 化。 丘クぅ K では閔子晒が初の3趟をマ—夕、5悼に食いこんだ。2 
部は U 大が目度 nn め镑勝- 

I 方、ホで i 砸はだ校2同戦制で巧われ1 m がが筑波 i 回贩おとって g 戦全碟となり、最.牌曰を掩たず 
3 シ}ズン連綿别故固の蹈號を决めた々 

筑坡は 1 最铅 y、W 連腺を 狼う 日枠に「おを報い 2 シ IK ン虚絲 2が、 強豪•泰女体大は祀淵で一一強に 
水を あけられて初の4股、3他に終った。. 


で巧ず1部 

筑被太叉巧 £) じ'法政大 
国 4 H 飾大里りし^て早稲旧ホ 
中央太お{化 I ^一如頓灭堂大 
日体大及 lu } u 慶ぶぶ 
筑波大词 - H 館乂 
早橋田大朵巧把 n 法政乂 


日ホ大及巧 S て順蚕芙筑 '彼大艾咖 um )" 獎堂大 
中央ホの而 U } 巧慶忠 -K 日ホ火.3(げ訓て覃贿太 
早賴田ホ是巧凹 S 順若责を橘翼 Alu ) w 鹿応大 
日が火典則 U 强口を政大巾夾大里姐 US ) 別筑がホ 
中央大典删 ul )^ 园±館大国±銷大艾ぶ：： Iv 度お大 
筑化太舉削 N 則一掛廢あ大み欄田火里が巧日ホ大 
央ホ里達 U )。 はな大法—駭ホ又巧即)門顺天堂大 


巧辄 W 大某卫 Is) け中央大 
法玻ホの ( げ別)^慶応ホ 
閒十瓶太が (IM 姐。順靈ホ 

慶太仙 U 川)如順；天堂大 

前半は、趙化、觸天ともに、ぶ 
巧に狱「化が、後ホにはいり、慶 
おは、化川のロングシュートがな 
まりだし、これをき「かけに、ポ' 
スト、- サィドと多彩に攻め、ぶ塞 
をあけでいった。 

順 1 K は、 II 窟め動壹がいまひと 
つさえず、思ぅょぅにをめきれな 
かったが、終涨、藤本のミドルシ 
クートが專まりだしたが、廣柩‘'に 
化.ば；なかった。 

里扣•遣 

& 案{巧器国±ぶ 

稱〇 U G 3 〇 〇 3 06 〇円. 6 

：：：山巧田関林川松藤口山田 

幅大お f 小が II 1怯山雪础 

K 
G 


まくなつを国±銷にがして、森本 
を中、むにボールを M し、.ポスト、 
サイドから戒擧をして、诗古俯に 
速攻のチャンスをあたえなかった 
.(荒木) 


早 


大又贴7^3靖波大 


巧 


中 


眾-變 

則旧川お滿藤墙ぶ井村驳ゥを 

照会み S . 二加嚴藉直乃.ぉ野高 
得リ〇 3 3 3 2 了 31 〇 3 P _ お 

国±館は、前半 「 f 、.禮田の 

速攻の祐曜でホ尊植を握ったよう 

にみぇたがぃま化とっぺ1スに乘 

り备れずに前半を終った。猎半に 

はいり法政は、ディフュンスがあ 


按〇00吕2 2 Ob 了030 

则腊銷邸岛攝中下須山井む屋 
ha 嘴辄お火巧山掠西酒巾古 

寶•驢) 

d 原.姑牌が井根强島野山端魅 

。譲菊： r 猩を東阳北臨み凹村 __ 

得 ' U 014 S 3 0 U 日丄4ひ I ^ 

早懦田は、が幌のタゥィックの 
ロンダシ， - 1 卜などで蓉棄に加ぶ 
をし、ずっては、菊島の攻守で巧 
一二のビンチをまむがれた。鋪波は 
イ—ジ J ミスやシュ^—トミスが目 
立ち、チャンスをもめにできなか 
った。終盤筑波ちおい去ばたが、 
巧めてボなく、-早補おにかわされ 
でしまった。 〔荒木。 

R 体大聲 mu ) な巾大 

稱〇日2 6王〇 3 〇 3 〇 〇 U - 巧 
" I ?巢中原口野井上木田：；打川方 

け獻凹松田錯藤适鈴塚兼中巧 

恥 ¥由) 


g 聽部鋪巧1野田^山木 

巧が阿成池猜砸ず岡が'苗！ - i 

得〇 〇 3 8 3 2 4 〇 2 3 3 〇 I 化 

R 体太が井燕を中、むにしで^く 
ずり、前半かる速化をラまく便い 


— 巧一 
























礙実に得点をホめ中央を 引き離し 
た"後半にはいっても白体大は述 
攻を中•むとした玻擊で度腺を決め- 
た。 これに対して中みは、 大砲の 
猪野1田口のシュートに髓駭を欠 
きべ]ヌにのり童れずに彼ってし 
まった。 

〔照鸣1 0 y がぶ6瞄1股®吊大 
6滞 i 艇風中お火5歳2敗®谢波 
大 4 蛇 3 殿⑥聞+一大 3 腊 4 赋©を 
玻乂 3 胞 4 敗風澄大 L 腮 G 服®姬 
天堂大 7 服罔率は得点基 

日大、了戦 全勝で 首お 
V 男子2報 

来池大又 IU ぶ肯学大 
軸如大聲贴 U ) じ巧里大 
明が大里邮 U パ) S 明里大 
来淹火某加 U ぶ駒が火 
明治ホ里立教大. 
日末大卽(巧社の軌‘沢大 
ぉ海大？^品 US 了立教乂 
® 些火け('けパ)'化 ft を大 
y ぶ—大 W (別 I 巧ぉ大 
開を大里巧訓 )2 立を大 
明治ホ隻巧削)の"^海大 
日ぶ大其パて青单大 


明治大與巧^)巧肯学大 

n 本ぶお{のぃ^5)けぶ戟大 

j 邮沢大典極 U 立晋学大 

巧城火旱^立教太 

ホ4髓大里面 U ) 化明甚太 

陶お大.加苗 U ) 凹立恭お 

玻城大貫細：：^)巧青芋大 

即お太琼城大 

日本大學 su い了明 M 大 

明措ぶ？3品 U てお城大 

立截大聲 SN な7 .靑学大 

京海太？3 ( sin ぶ難城大’ 

閱治次批(如 I S) 乱齡.沢大 

日本大堅山：：い} S お城大 

お城 - K U 打 u ) w 明星大 

s 本大乂で柴海大 
〔賊搜潭日大7癖@明大6臟 L 
狀③東顯大5胁3披®駒大4賊3 
敗風みよ3臟4故®明里大2腊日 
贩③ぶ大1勝6瓜⑥青学大了お 

3部は東京理大好離 

お子3 i 日部は全：！！程が本誌户 
切日までに終了せず、凹弗学連報 


告によるを中経過は化のとおり。 
坏寅3モが 
東京運大の S の 
候商大那——批 


靖聞火 
盡お理ホ 
専寢大 
芝工大 
大壳ぶ大 


部 ^^巧 
1 —5 

つ】‘ 1 

が —一 

3—— n 

3——巧 


皆偃大 W ——3 
東学大巧^占 
東 太？^ 

樵商大お——3 
ぶ 火の—— n 
横固乂別——け 
を学大 

柬学太 S ;—— た 
東京逊大糾 H 卽 
菲爭太別 iw 
棠学乂如^-巧 
東 太の 
横商大叫 I ——.口 
贵 大け—— U 


東お理大蛙——お 
東 大お I —け 


芝•丄大 
東京埋大 
V 男モ4部 
来 H 大 
上智大. 
神を川大 
若洋乂 
を洋大 
走経乂 
上智み 


W ..1 ^ 
巧——3 

川——お 

W——S 

7_6 

2 1 

U — -8 

が - n 

が — 


大宗文大 
需 太 
芝エ火 
草エぶ 
攒商大 
横商大 
横国大 
大をで大 
法な现大 
巧渥大 
大宗义太 
を H 大 
専暗大 
獨居ぶ 
大棄义大 
横商大 
芝エ尤 
専修丈 
横国大 
樹国乂 
東単太 
帝樓大 
大乘义大 
遵嫁大 
横国太 

典洋火 
巧荫大 
防衛大 

横お实 

庸，娃大 
お裝ホ乂 
泉洋火 


防衛大站1? 
案工大巧—8 

上智大别-巧 

神奈川大巧——9 
上智太の 

束掉大邮 I 化 
神裝川大处— U , 
来泮火 W —— U 
上智大 S——U 
帥志川火 

防稱太が-——に 
可结モ日部 
骑留文大の .—— 巧 
千葉 H ホの ^ -u 
一碼ぶ w-iu 
一橋大リ——巧 
武都工大け1^ 
関康学臨人の J ^化 
千蒂エお如——け 
す華：工大け —— n 
お截大圳 1 ^が 
一楠大別^^口 
武蔵太挑 
蝴棄学臨大の一 -n 
千茜エ太巧——9 
明罕大巧 -—— ^ 
一橋大旣 ^ -n 

モ藥エ A U — -3 
創価太が——じ 
閱来爭協大巧一 
一摘大 

巧学大巧 ^ -n 
モ薬大巧一 -U 
一橋乂の——^ 
創师大 W ^^巧 


購浜が大 
盡强大 
神票叫乂 
盛工大 
横裝す大 
埼ぶホ 
横お巧大 
攝玉大 
お経大 
法結火 
志洋大 

武蔵太 
創価太 
明学大 
或藏大 
おザ火 
創砸大 
M 第芋臨乂 
武跋工大 
都酒文大 
郵酉文大 
班鼠工大 
武蔵丄-大 
奶ザ大 
関第学辭乂 
千薬工大 
武慶大 
武蔵て大 
部留文大 
創咖大 
武蔵大 
都留で大 
関東学院大 
或藏大 


削細大巧 .一 明学大 
都留で太が^^巧測砸大 
可男ず6部 

掘立火 W ，——巧お殖太 


立載大如1 

H 本 H # 寧 

成膜大如， 


- n 砸瑞大 
i 犯泉京工芸太 
^ B ^骄摆卫犬 


か光大乳——ムお拙巫大 
巧光火巧^—け辈が農工大 


强挪，亚大の 
文教大别； 




独谣大 

和化大 


文教大站—— U 棠お農工大 
成截大——じお光太 
文教大处 1— 如匪训而大 
日本丄業大即 .—— 班报诞大 
独瞄火 
抵殖大 

東お摆費 

東苟工芸ぶ 
日本工業大 
日本ェ黑大 
日本工業大 
辈が麗業大 
拓殖火 


成賴火の-——化 
帝お撰エ太の ^^ W 
千巢大巧 ——. 4 
で黑大お——7 
都な大 S II U 
モ萊乂 2,119 
隶を度嚴大巧 

韶立大到-巧 

千葉太 W——U 


相殖大乳——巧志京 X 晋大 
掘立太；^——扯千葉大 
和光大巧化.独秘大 
頭躁大53——巧文骇大 
、部べ K 閱莱学述は、今秋 
トセブンの3部バストセブン 
を次 Q とおり带表しお妄子の頁) 
マ GK 井聴(日佑】 VFP 懼部 
平野(ともに円体)、村辄、束根〔 
ともに早靖田】、帖原(ま)、西 
山(報肢、得ぶ王 S )。 
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日体、 3 連勝を飾る女で 


1>み子1部 
H 体太：％ ( 


巧—1 


n が大里地 I だ 日 
日が大双 IU ) マ- 
筑跋大里百 
筑平死 Kiu 丫 

日ホ大-其刖 M い)自 

建み奠 U 巧 MM)‘S 

锦彼火の(国 M - J ^) を 

B ^ 3 M 4 

萊ホ体大那(門；；丫 

筑ぁ大其曆 uv 

统波大別通 U )？ 
靴波火のぶ u)u 
日体大パ)の 


ずみ体大 


n 


典 SU 了 

か大の ( IN いて 

ぉ学大坚：^::ぃ了 

日体大 W (：： U て 


茨攝 -K 
获域大 
素学大 
R ホ棒大 
日女体大 
惠学大 
n 女体大 
典‘学大 
n 古が大 
莱字乂 

获城大 

東字大 
薇城大 
莱ホ；体大 
東早大 
目女体大 
茨城大 

弟女体大 


おザ大进 JU 尸一亡款城大 
统波大 u ( n _^)7 東ま大 
H . 女体大站 {^ u )5 茨城大 
日女体大巧巧 U 了茨城大 
筑波大豆門：-^) W 寞体大 
晏ま：斟品 U 丫東学大 

日体大 U な M 。 53筑波大 
率す体大が"{が UW ) 自茨城大 

in 女体大斐東学大 

得 Q 4 0 0 10-100 

判角田願弁肺德木岡 


林 

{刷西おが木豁が 


T 

F 


P へ醉，銳地一 

G &ピ_一遠化中心 

刘原貨木け村井山齋山拉巧弁 

:::啊小鈴兼ホ.石中大大大雑な j C 
将〇〇 〇 3 〇 513 i 4 丄 3 -の 

扉.古体大巧 (iM_ パ-)。。茨城大 

巧い ，丄 1 〇 〇 〇 〇 2 ひ 4 18 
刷崎を森波み崎川の兢平 一} 

掠川富：^迎亦山が嗎柯金 

に pff .を二了 

巳蕃酒せ J 


G 


別中川本廊，職本が巧木ず川利 

田中觀が小お浜藤教增烁毛 

稽〇 〇 61 14 31ち3日2 


P 


□…気がかりにしでいたことが 
琉宪になっを——といぅと、少々 
ホ！パ，， だが、関東学違が発表し 
た秋萃リ t ダの攫職凹数「日お-男 
子の度目」、「口体みでお度.同」は 
いずれも誤りでをる0 
同学迪'は、幕季リ ，1 グのブロダ 
ラムから、なぜか、過去の感勝校 
"リストの前半部分を除いてしまっ 

た口 

1帮は锁前截分、2部は滅年か 
ら6年轉、3部は狀年から7年間 
女子1部などは、いきなり W 年で 
ある。 

柬女体ほ、終始 K ピ I ドとテク 
ニックで碟城を化辣した試合展熙 
であった。巧城は、これといった 
決め手がなく、単諾な攻撃で、束 
女体に、速なを許し、点盖をひき 
はな.された。実.ぶ萬の.ある試合で 
あったが、茨城の金平のロングシ 
ュ 1, 卜が 目. _化った。束女体は、.や 
やミスボ目立ったことが気になっ 
た。 (清水) 
绽波大里^:::^て n が.大 

得〇白 1* り> 1〇 〇1化2 〇 〇 

制静井木括木が出崎藤藤野神 
じ.前燕鈴お 難むお 大加 後天序 

郎 寒.翻.一 


則見お岡山林沢み流山原日木 

r % かぶ牆當小ま背上中河山節 

得〇 〇 4 2 3。' 〇 〇 〇 4 2 〇 


T 

P 

? 

5 

( 

5 


これを基準にすれば、日ホ男み 
の语踏回数は発表どおりで.よいが 
削陈された期間にも日体巧女をは 
じめ.数々沿.大学が栄冠を手にして 
いるのだ。過去を知らない現搜の 


が 筑波人は、固いデイフエミで 


理 かが 分から-似 
「優勝较欄」の縮少 

厂__ 

学生一蚕たちが、 リストに したがう 
めは化方のない ことと して、蹈题 
は OB 就-畢たち Q 感識。 

「先輩」「な統」にことさらうる 

日棘大の攻撃を許さず、一年をキ 
1パ ー の义姬の思い切りの搜いボ 
1ル化しで、速なを渋め、筑波ぺ 
!スで試合を速んだ。 y が火は、 
筑破大のディフュン K の前に、思 
うように鈴木•ち井らのシュ！卜 
が挟まらず、節波に述攻のチャン 
K をあたえ、波にのりきれず終わ 
つでしまうた。 (淸 水〕 
〔锁値〕® y 体大9勝1故感筑波 
大を勝、 t 脱 i 分③乘女か大5滕4 
が i 分®: n み体大5踐5敗感粟学 
太2勝 S 敗®茨城大 W 敗 

千葉巧德、日勝マ[ク 

V 女子2節 (3 月踞了まで) 

モ樂明德抓.‘！. .1 学習院大 
横国大进 i 駒が大 
都留文大 S ? --3 創佩大 
文教大——7千葉大 


まい学を界が、プロダラムのスぺ 
i ス〔組数.)の理曲だけで、巧ぶ 
の前半をがり捨て、捕がしてしま 
うのはあまりにも亂羅すぎはしな 
いか。それとも、ほかにわけがあ 
るのだろうか。 

念のため男女 i 部の健勝回教を 
盤べておこう。 (杉〕 
〔男子〕日体靴、芝工大ぶ、を颗 
西；^.、中央、立教各3、靖波、慶 
応を4、明お3、法政1。 

(ホ P 一：：！体如、' 裝ホ体9、墙；玉 
師範、東巧】師各丄。 


都留文大 
す巢閒詔 
撰簡大 
乘海大 
モ葉大 
エ-葉明徳 

都留すハ大 

文教大 
創価大 
义教大 
東海大 
モ葉明徳 
千葉明徳 
都背文大 
蘭が大 
萊涵大 
女子ベス 


が——2 

丫ム 

巧——日 

3 --3 

H -4 

可】1 K 1 

げ一——9 

的-。— 

5 n 1 3 

S -6 

说——5 
W - 巧* 

が】-9 

巧 —— 4 

^- 9. 

巧- - 9 

VG 区 


罕晋棉大 
萊海太 
千莖大 
孚常辭大 
騎沢大 
這咖大 
来お太 
駒扔大 
孚習院大 
槪田大 
創挪大 
韶留义太 
文教大 
横同大 
創砸大 
千葉大 
髙倉(日お) 
藤岡、小林 


トセブン OFP 
河原(いずれも筑波)、絳木紀、石 
井(ともに目ホ)、藤本(東女体}。 
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信州大、宿願の初優勝 

化信越学生秋季リ—グ 


化信越字を秋季リ—ダ觸は明月 
お、加岛両日、福#県体ち施に1 
郁5鸣2部5校が麥加してむわ 
れた。 

このリ. I ダボ- \ 2部础を睐巧 
するのはおめてで、北睛越ぞをを 
化お戚を物語つたが、試を内容も 
それにふさわしく、有ぶとみられ- 
た春季 i 位め盗蚊 X 大が、’ 丽畢 4 
位の信州大の祕闘にをつてホ瘍い 
1敗を喫し、さら一に言山大戳も落 
して、俊腿ホいから.はずれた。 

こぅなると瓦八止に超戦となりを 
終ぅードまで、もつれにもつかた 
ボ1谦狀大戰の引きかけな外、を 
固く3腿ををげたが1お-信州人‘ ( 
長野)がチ！ムヮーかにものをい 
わせ、みごとに首位へ強り化て、 
が年秋如监城お、铅麵の袖街蜡を 
逾げた。 

た州大は、化信避学連へはお早 
に加つているが、の？則年、南燕 
学連に經をおいたことちある。 

新加盟の富山お科薬科太などに 
ょる2部は、が被の惕勝校で地力 
のある福#大ボ金がお大戦で前半 
41:3 巧 i を-気に迸亟、初優 
勝した。1、2部人奮え戦は巧 
わず、嶺井大と居野大が白執的に 
入れ替わる。 


VI ® 

金'沢ぶ巧な U 0 巧信州大 
盆が；丄火进パ Ms 一 S 長卿大 
長野大 U 打 uh 宮山大 
信化大驻ぶ裙が工大 
金お太酱加が長野大 
富山火巧い一^金お H 大 
宫小‘大巧前：：：^巧伞品大 
信州太及げ S ) 巧！^野大 
信州太如品 u ) s 富山大 

金お H ホ-川金お大 

〔順拉〕煩惜州大 3 胳 i か⑥金お 
工大2滕2敗(得失点差？〇感富 
山大(マィナス如)®を扔大 i 勝 
1 か 2 敗優お野大 1 踞 3 敗 
可2廓 

福井大如——6畜山陵薬大 
福并大 W W 金师耍ザー大 
搞井大糾新.爲大 
福井大啤！ム金沉區大 
金沢屋大3 -i 9新摘大 
金が医大 U ——： H ； 金沢実エぶ 
金が医太圳—— 5 宮山医薬大 


新鳴大巧 I 川、を沢姜工大 
お蘭火—— n 富山蛇薬大 
金お菜工大の——9营山阪戚大 
〔順位〕贷福井大4戰全勝域維お 
陌科大3腾1歌趣新漓大1滕目般 
® 金沢叢術ェ妄大 i 隙'3奴商吾町山 
肢科大4敗 C 


各地学生リ！グ速報 


画類大 北海道学生秋季リ！ 
2連勝グ嘴は、予想どおり画 
銷大 X 化犬が 4 滕無敗で最終戦に 
対4^、春學慢勝で自悟をつけを函 
館火が化！ U で快癖、2速覇を飾 

った。 

2部は函館教大、初め3部はお 
見工大が勝った。 

3狡によるみすは、北海道教大 
姐川川、间娜蜡、化を太と春華とま 
ったく同じ順化だった。 

第おも 泉濁学生被季リ！ダ 
を城 魄は、•を城が今シ！ズ 
ンも危気ない政守で、順当に勝ち 
遮み日戦を勝で'2シーズン辿蔬の 
度日の優熙を飾った。 . 2なは1部 
昇格したてのを部工大が4滕1鞭 
でついた。 

8校参加のみ子は、薇帰した中 
ムがボバランス巧とおたチームカを 

を分に発巧’ 7演齡で7シ t — ズン 
ぶり孤度目の奧勝を遂がた。2位 
城下は中京本、愛知滯大、お.阜大 
一二重ぶ、愛知ザ院、日ぶ f ホ、 
南山の順だった。 


関茜は 閱两学生狄季リーダ 
太お太戟の男子1部は、大眼 
体大が6シ ー ダン連続^度目の漫 
勝となり、地元でのィン方レ制朗 
に向けで好化上りをみせた0 
2.拉には同志社が：が年春掠'来の 
隹いこみを泉たし、3位関大、4 
扭大臟経大、5怔觸芋、6位お都 
産大、7份近大の順で終った。 

ホでは、武犀川女大がますます 
好調で、ついに U シーズン述綿3 
度目と擾戲祀録を伸ばした。2位 
は U シー•ス v > つづけて大願体太。 

〜いずれも詳報次号〜 
日太1 閱栗竿を秋季リーダ 
部復帰の入れ替え戦骂1}、 

ぶ部の蟲ぶ. X 即治は儀梅蘿賀 
:日大 X 順天堂は自大が臟ち、3部. 
カムバックを決めた。 

また、東領の巧す i 〜2部入れ 
替完戦では、寿のリ！ダを雜爲の 
文通事故で辞退、今被、2離 
か石再スタ！卜した中京ボ、 S 重 
大にれ.—ので大滕、1部復廊を決 
めち 

このほか、関，巧の 女子！〜 2部 
人れ替え戦で黑学(ゥ1部 i 位)がを 
な教乂を破って御择格を遂げた。 
▼第お回京大1復た定期戦 

慶 ぉリ{巧；2ち京 大 

慶応の扣齡を分7お 
▼第が回甲南—慶太定期戦 

慶 応別雨 E - 南 
慶疏のの勝4敗 















参 


こんなとき便利な 

3キャッシュカート; 


日常の词 I き出しに… 

カード I 枚で現を自動支•化诗から手韓じ 
班をが引き出せま寸。通曠らハンコらい 
りません。寸牛フがわりじご利用を…。 

時間外のゎ引き出しじ… 

ダイヮ0か迈に面したキすダシュコーナー 
では、平 B 午前8:化〜を後日:朋(±曜口 
は午前9:00〜午矮2:日 0) まで、また田マ 
-夕のコーホーでは、ず日午磅日時、上曜 
午後瓣まで現金が引き出せます。 


ご出張やぉ買物のま斤に… 

わ出かけをで現をがご入用に なった もき 
ダイ 7 の全店じあるキャッシュコー十一や 
因作ク巧コ -ナ—がわ巧に 立ちまず。 

給与のわ弓 i き出しに… 

給 f よお込制をご採旧の場がよ、ぉ給巧 y 
ゆ朝から力ードを巧って引き出せます。 
晓さまらご自ま近くのダイロでどうを'…。 


ダけみ TV シュ*—ドは摇を口座(巧适巧封 
をご利讯贿にもつ < りしています。わ过括じ 
わ中込み{ださい。 


預金を 

信託ち" 


おなたと明曰を 


ホ:和銀巧 


のマ—ツのコ—ナ-ては補巧邮こよ！!)、わ巧扭い時尚が異なる巧をぶありまも 
がこ. 日’巧 H および巧贾巧がのがを日はわが扱いしません 


一2目一 














な…男 


そ…な 


ん版ホム晒 U よ-阴[が） 
m ± 刷西 H 本-関お） 
中部て太(東 怖） 

座抵择ふ(巧口本-儿川り 
閱 ザ岸地単姐） 
す.耶田(去日本•贼ザ：! 
法 政〔お日本，熙を） 
视 太(閒 巧） 

にな X 太（や 凹留） 
化が陆ムイ两曰巿 • -儿卵） 
ホ胎陆（お ホ） 

0 体(ず:本•閱帝） 
お： が(お日ホ•闡'ホ） 
火阪経•火 （ 西口丰，關西) 
1.] 大[甫 H 本 • 鹏诗〇 
W ホ化(两曰布 ■ 脚匹） 
前節 ホ< 化お退） 
.九郁本: Qfcf 西 H 本■化か t ) 
语岡よ.(お 她） 

中 央(お□本-阴柬） 
時か [ ホ(北お W 
街 化（問 m 

化-大.(西口中•間四} 
お 城（四 H 本•巧池) 


巧 

巧 

社 

巧 

司 

み 

お 


ぐ…ホ 


を..々 


卜 E 体(ず:日本•闡お） 

ふ阪鼓大（間地地学巫 J 
日か怯が関 
福岡が火（允 
火巧が大(巧い本¬ 
を女が大 {束日本- 
中 京(西回本， 

武巧川か(西 U 本* 

がちサ大(隅 
ホ知が' A : (お 
京:が教よ（閱 
中京女洒卜!夺. 

茨攝火 f 瞄 
山 U た(中 四 
筑 お(巧 F ) 本■鸭束) 



央だろう。 

太阪体大は、定期概で日体にぶ 
点差をつけられており、この衝を 
か-だと曰体有利。 

太阪体大に巧って早碼叫となる 
と予断を許おない。 

早柿旧のエキサイティンダな" 
ンドボールが、頸がどおり発揮き 
れれば，日体も苦しい- 

早誦巧としては、なんとしでも 
大股体火戰から上げ潮にのりたい 
ところ だ。 

都波 X 中央はず脚を許さない。 
あを感からいうと鋪驶をを賢いた 
いがどうか。 

中央は守りのおりにヵギがある 
ミ 

一荒に決腿のず损をする前に、 
ざ ー クホ]ス那にふれてお窒おい 
筆頭は區主結(関1舞〕。.春よりI搜 
と攻守に锐さが挪わり、蝶負敏も 
出て来ている。 

义留米工大〔丸州心め評判もい 
い。西 a 本ををでは同おホ(閣西〕 


に菩戰 しでい る。初登場の両舶火 
(北海遺】を加え.たこの一二巧の祖 
めつぶし忘いは、巧涩檀み^ので 
ある'。 

じ Q ほか、日年ぶりに赛場め関 
学(関巧〕、狀回目の山場となる東 
化学隘(集化)、止哥機運の関大〔 
顆巧}.、化情越の新星*巧削太をど 
の試をぷりも興味深い。 

廚お3年間連福準蜡勝と いう U 
大(関東)は、今看、関南：学生で 
まさかと思うた3部帯ち、集日本 
苹虫ではベストエィトまで燕り返 
したが、こめ-年 Q 巧おをず大舎 
にかけでおり、筑彼戦はもつれそ 
うだ。 慶お(関東)、福岡大(九卵) 
は妓にのればといったところか。 

さて決隙職。 R 律乂頌波か日ホ 
X 中央か、それとも早稲田 X 中ぶ 
か、早稲田 X 筑棘か。 

どのカードがどうなるというよ 
り、ズバリ僮勝可能順怔を⑩日体 
霞辄波®^央樓を郁の感太阪沁大 
とつけ V おくに留めよう。 


を目の武巧川ホ大 

〇 女 モ全較のレベル了ップが 
あるとはいえ、摆勝を奇ろ棠力が 
あるのは4迎蛾目おす東ホ体大、 
R 体、筑波の閱棄トリす、武晤 W 
ホ、大敝体火の関巧二飯にしぼを 
れょぅ。 

お挪の—勢は愛知教火、中京 
中巧ホとも、今年はスケ3ルが小 
さいとさで、むしろ福岡截大(九 
牌〕蛛が上っている。2年遥梳2 
位の日女捧大も苦しい巧障。 ‘ 

ベス トフ ホ下.の 細み合せは'、彼 
乱なく進めば日ホ体大、武 
お山古 X 绩披だろぅ。 

束ホ体大のパ，-卜は福岡勒太、 
大阪棒乂、中巧がひしめ•く激戦で 
走女体 - K もすんなりとは行かない 
ものの、み王としては，ここでつ 
まづくわけにほいくまい。 

が腾觀.は、おの社上りからみで 
日お X 绳波か3が X が犀川ホと思 
われ、 R 体、筑波.•武睛 H ホのラ 
ンタか。 


畫ガイドインカン近づく 


第の！！(女子第 W 圆)全日本罕 
ホ.遇手横は口巧3日から7日まで 
大脈 f ホお巧館を東淀 W 体育蛇 
に、男子别校、ホず K 校が参加し 
てト ー ナ^ント法式でれわれる。 

が年までの各地単违摧せんを改 
め、今大舎から鬼、巧推ぶん制を 
軸としを*加校絹少で、かなり精 
湿された巧蒋が頸错できる。 

ずでに決まった紙みかせをみな 
がら、褒隙の巧すを顆ってみよう 

〇男子口体〔關菊)の 4 連廊 
が成るか、虹むとずれげどこか、 
今毕も焦点に変わりはない。 

ただ、これまでとちがさのは、 
今年の口体は幽柴春軍、お日本と 
タィトル-を逃し、ようやく秋にな 
って関棄搜腿をおしたにずぎない 
ことでをる。 

GK にナンパ！•ヮン#藤をも 
つものの、攻防両面でいつになく 
死括が多いといわれる曰休をめぐ 
「て、かなり瓶乱ぶくみの展陋に 
なむをうだ。 

A パー.卜では、乂阪ホ大 CM 西〕 
>:とみ辄田(関東) Q 争いとみて 
岡違いない。 

乂阪が大は隣西学ち6連腿、巧 
日本学を9連勝と巧では化倒的を 
力をおすのだが、関東勢相手には 
どうも ブボ惡い。法勝遁 おも5 年 
がに1四もるだけで、今年もホ [ 


ムコートで很り班っているとはい 
え、ぞ施町戦は五巧、ベストブォ 
ァ遮化には骨が巧れそうだ。 

日パ！卜では法政(関巧} X S 体 
の对戦から-日体の勝ちをがりだろ 

ろ ひ 

法政は秋の リ— ダで^—と惜 
敗しでいるだげに、まったく勝槪 
が化いわけでは ない。 

一ぶ腺負は站力.がえてして损な 
を左をずる。法玻扭關志にとって 
は.、大波亂も期侍できる。 

C パ—卜は、すんなり粟 R ぶ学 
を樓脾妇筑疵〔脚杂)が.ベストフ 
* アに連もう。 

D パ T 卜は (関東)：< あ城 
(§ 。がを目の孙力！ド。 
中央は、需の関棠を制して、を 
のメンバ I から、 I 冉び黃金時化を 
招くのではないか、と思われわが 
その虽と，「気に突走るようなパ 
ヮ]が慶をひ去めている。 

ーホの名城は、 ft 変らずがの揃 
った布陣で、か倒语•西0情願に 

1& ya 

ぉを 

隅福は毎凹いわれるように、せ 
巧合った時の概妙な糜關力である 
を試を気の抜けない関葬で、を 
まれている中央としては、ここら 
あ.たりに东おを厨出せよさ。 

順当なをベタトフホアは大股体 
太または早稲田 X 目体、筑波 X 中 
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高度なプレーに挑むとき 
アデ(ダが)良さは10096発揮される。 
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西ドイツ留学から帰国の 

早川清孝コ I チに聞く 


日本体靑協狸 0 K ポー-ツ指 
尊者を化研鹰县の第 I 期生と 

しで、巧年小.巧から-巧 ドィツ 

に派造され’ていた早川清專コ 

] チ(おず、日体大化、.京'滞 

か芸ホ教昌、ミュンヘンえリ 

ンピックけ表運ホ〕が、この 

ほど、一年間の留学期間を粹 

えて、元蔚に烦国した。 

本誌では留学やの摸髓や西 
ドイツのハンドボール爭愤を 
聞いてみた。 


—— i 年間の留学屯活はどんな 
もめだったか. 

早 W 唐幸 n — チケルンが诗大. 
爭の聴講生として、同大学の「八 
ンドボ—ル， ni ス」にを学期と 
為お期の一一朔，—通学した。 

. ——「<ンドボ|ル • コ！义」 
というのは？ 

早川 n — チ"月鴨から金曜まで 
<.ンドボ E ルのずべてが、専門教 
授によって謡扇される。 

巧おは、集技と請裁で、水喔日 
などは朝9時がら扳9時まで授業 
が結まっている。 

^^字ホ沿数や「晋」は？ 

早川 n — チ【クラス！^〜如を 

で、 rn 本の一おお養にあたる「县 


避コース」は、一般の体育教師、 
义ポ I ットレ t ナ { 志望の学生も 
をいが、「摩巧コース」は将来、 
ハンドボ！ルの-プロ •コ^ —チを目 
指ずものばかりで、ブンデス.リ 
ザ(全国リ]ダ)の现徑谴手もを 
けに来ている日 

をれだけに「聲巧コ iK 」 の実 
おのいペルは、相当な电ので"•僕 
も、ついていげないことがあ-った 

-語学は 

早 Wni チこれには苦游しま 
した。派遣が決まってかを、一応 
の勉強はしていったし、向こぅの 
寄前舍で、ドイツ人と同垒にして 
ちらうなどしたため、日常のを話 
は、なんとかこなせたが、講義が 
ずべてか.かるまでには、ちょっと 


—クラブには加わらなかった 
のか 

早 W コ ！チを.国リーグの名巧 

V f L ‘グン X ルスバッハのハ J 

ス•ホーナ E が、大蜜親切にして 
くれ、ィワネスク監督の， J 解もあ 
ぅて、同クラブで、 コ！ チングを 
習うこと ボできた。 

プレ I は、ミツテルハイン地域 
の上贩リーグに所掃しでいる「才 
リンピ T •ロンゲリツヒ」で、巧 


おり、試をに出場した。 

——留学で得たをなた自鞋の収 
穫は 

早川コ1チハンドボ ー ルの技 
術、戦術という面では、日本にも 
多くのョ ー ロッ パのナショホルチ 
!ムや、をカタラブが来でいるの 
で、 あまり 驚ろかされる ことは な 
かったが、私自身のハンドボ I ル 
観、スホ .1 ッ観というものは我な 
がを大きく変ったと思っている。 

具体的にいえば、两ドィッ指導 

者のスポーッ、ハンドボ]ルに対 
する取り組みかただ。 

彼らは、実にどん欲にハンドボ 
I ルのすベてを吸収しょうとして 
授業をうける。そして、自からプ 
レ！する時の燃えかたも、すさま 
じいものボをる。 

彼らの、とことんまでハンドボ 
!ルをやり抜こうという気構えに 
は、圧倒されをれ、感動もさせら 
れた。 

僕 も、 そうした人たちに接して 
やれるだけの ことは やってみよう 
という気を新たにした。スポ！ッ 
ハンド.ボ ー ルと いう去 0 めは、 それ 
だけの情熱をかける奥行の深さが 
ある、ということを惜った。 

-巧ドイツの人たちボ、そこ 


まで燃えるのは、ハンドボ！ルボ 
八国技 V だからだろうか 

を川コ I チそれも.あるし、そ 
れだけの"値がちががあることも 
見逃せない。 

1-といクと？ 

旱川コーチ彼らは、ハンドボ 
I 瓜のエキスパ！卜になれば、こ 
れで生活していける，という目標 
があるのだ。 

をカタラブの還手やコ I チにな 
れほ、をれだけで、かをりの収入 
を稱られる。 

——プ甘とまではいかむいまで 
も ノン •アマチッアなわけか 
早川コ ー デコ I チ(トレ：十 
1) は、完全にプロとしてやって 
いける。 

選手は、あくまでアマチュアだ 
が、ナシゴーナル ■ プレィヤ！には 
国家もな攘援觀織から- A 、 芭 、 C 
ランクの规成金が化ている。 

-どの.く、らいの 額ボ遵をにま 

抱われるのだろう 

早川コ|テ詳くはかからない 
ボ、ナシ3ナルチームの搜選手ク 
ラスで月に千マルク(約十三ぶ円) 
程度のようだ。このクラスの選手 
になると、有カクラブのレ半ユラ 
T として、所属タラブからも.、何 
がしかの試を手当が支払われてい 
るから、学生なら、かなりの生活 
ができる。こうした環境があれ诘 
張りがらざるを巧ない。 

—— H 本の遥手と比較して、感 


じることがあ'ったか 

早 wn — チ最近の日本のナシ 
ョナルプレィヤーは、誇りと目騎 
意識に欠けるおがをるのではない 
か 。 ml ロプ パのトップ タラスの 
ハン ドボ！ ルへのがをこみかたは 
ずごい。これは、あながち-技入 
"があるから、とはいい切れない 
だろう。 

-ところで、日本悼協はをか 

研修貝に、国繼述鹽の-役貝などと 
のつながりを強めるよう里んでい 
たが 

早川コ1チ化郭ジュニテやス 
—パ！ カップなど0ビッグ； ィベン 
卜、それにダンメルズバッハとの 
滞同などで、出来るだけを国のお 
力者とをうように努力したが、滞 
を期間め短かさで必しも充をな成 
果は、-あげられなかった。 

今後の-あなおの方隔は 
早川 Mn — チ S 巧の全日本総な 
に大阪ィ；グルスから選手として 
巧られればと思っている。また、 
強化コ！チとしては荒川強化部畏 
巧野監督と相談し V 、化来る範岡 
でお手伝いをしたい。また、今巧 
学んできたものを、大学チ！ムで 
教える希望も持っている。 

——後進へのアドバィスは 
早川 n _! チ幻ぶ体喘のこ0制 
度はずばらしい〇是ホ、来年はど 
なをかが巧って鞭しい。今からリ 
ストア ブブして、.語学をつんでお 
けな、よい成果が銷待できる。了 


—— 2百一 










がア CE 


’80年代、再びシビックから始まります。7 年の歳月を刻み、世界 89 ホ国 200： 石台の実 
績をたずさえて、シビブタはいま飛躍的な変貌をとげました。’ 80 年衍こ化界が求める串 
とは何れ「実費 ji : 「感蜡 J の両而から、これを柳底して追求した結黑あのシビブタを 
遙かじ;委いだ見事に嵩質の単*離生したのな B リッター 1 か m 離!^離錦^ち 宙直巧) 28 km 
(認跋 IS 謂郑严^> E - ST ) の 低燃費ぶ擺翻辟高めながら、 ス ポ—ツ ホーを 想わせる強烈な 
動か陆能。醒スリムなボデが驚くほど耐堪巧。■高撒車なみの齡ブさ卜_髙いタオリ 
ティ。■しかじれらを従来同樵の低师格で実現したこ t 。 先進の思想をしっかウ t 受 
け!陛ぎながら、巧び時代を阔する素晴らしい卓に生まれ変わったのです。串づくりに新 

しい流れをつくるニュートレンド方一、ス--ゾ 


ムリむ巧括はでめてガツリンを大巧に。 
シ^^^ぃ卜をがめ直し上ぅ6 

HOND ぶ 


■シビック久いま世界の衙へ。!!鱗姑盛べ) 

先んじる思趙 C ニュ—トレンドカ- 

am 

畜風智穂審漉黯話1齋層源 
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な認スポーツ指尊者登强現ミ兄聞， 5. 1 
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ミシンから… 

エレクトロニクスまで 


工業巧ミシン•褒庭结ミシン，電子踐器 
絕搪-康庭電^を-德聲?(^帯悅器 



3 笠ななをな 


普《本班巧をおお宿区な巧な町の 
巧な的[孤おが K ホれ去） 


チより、ころした霄がの底ぶ 
につながる人々の養成で島る 
と風われる。 

このハンドボ—ルのスボ— 

ッ指導者は県別に寸ると U 賊 
である。どのよぅなを蟲をき 
れているか普が部としでは知 
りたいものである。今年は、 
広島贴(平阿幸巧郡專長。と 
山口県(巧原正斐理孕お)で 
K ポッ指靖な蕃成諸背造が 
丽懼されている。ハンドボ！ 
ルは、普あが造れでいるので 


公認スポ—ッ指導者 
について 

— f — ] —-- - -乂牺武一二^ - 1 - 

(日木協金普及阻当常務理事) 


—ッの技術の镜專や、一般的な身 
体活截の指導を巧ない、かつ活動 
組織の苛ぶ指導にをたる者である 

ママさん八ンドボール、パパさ 
んハンドボ—ル、あるいは、ち.が 
つこハン'ドボ！ルやを中•商校の 
OB • OG のクラブり粗織の指導 
の视割を诞ずる人々である。こぅ 
した底辺のハン y ボ]ルを支える 
チーム'の巧話殺である K ボ]ツ指 
弯员が非常に少ないのは歲念なこ 
とである。今の-ハンドボ[ル界に 
望まれるのは、上級 コ I チ や コ！ 


K ボ I ッ指導員の茜成をしてもら 
いたいものおと思われるが、都道 
府県の方では、普をされているス 
ポーブで描專貞めおりないみボ[ 
ッから養就講巧会が巧われると言 
われる。がっていくを各都遇麻県 
の楠をがハンドボールの K ポーッ 
睛尊常の嚴黑もを棄施しよぅとし 
てもなかなか山おないといろ-こと 
でをる""をろいぅ中にあつで今年 
に拉と山口で巧われることは、非 
常に蔥慈あるものとして評伽しな 
けれがをらない。 


とこる で、本 i の 凹本ハンド 
ポ！ル協姿のな詔 K ポ！ツ括靖ま 
の靖成は、 「コー チ」である。撒 
関紙でも報をした通りお為の受講 
ちに よって 進めら-れている。 

が户卞呢から-共通教种が K み月聞 
にわたる遗指献肯にょって巧われ 
ている間くところに王れば、をら 
れてくるテキストとレポ！ 卜に悲 
鳴をあ-がているとか。 

しかしながら、内容志る實料に 
大変勉强になっていると聞く.。こ 
の適情驶巧が終了すると g 年2月 
W 凹 j 巧日まで朽われゐ商巧教科 
の謂留をに參抽することになる。 

現を、専門政科の巧鞍の攝撇吗 
な換討を遮めているが、前回 0 「 
上嚴コ T チ」のお苔抑もとに「コ 
] チ離裡尝」にふさわしい巧齊で 
.巧ぅつもりであ-る。 

を詔 K ポ t ツお導者め貴枯取得 
についてのメリットについてはい 
ろいろなことが言われている。鲜 
攝を取ることによる資質の向上を 
別にすれば、ハンドボールの全国 
K ボーツ指導ぶ姐織が泣置づけら' 
れた健には、かをりその活巧につ 
いては明驅なものが出来上ってい 
るはずで忘る。 

西独クラ 巧ドィツ.ペルリ 

ブ来日かン地靖のお育連盟 ( 

ターンゲマイデ，ベルリン〕ハン 
ドボ t ルチームは、來秋、日本远 
征を計面している。日ぶ滿会の態 
庇は宋足。 


この祗面をお個りしで、巧回か 
八ム認 K ポーッ巧尊者組槪についで 
の視献を述べてまいりましたが、 
今年度は、日本ハンドボール搞会 
巧に八ム謎ハンドボ！ル指谭者の全 
国时粗端を梳驛づけるよぅに普化 
部では仕專を遮めでおります。す 
でに各都道府蜗では、スボーッお 
骑ま協議会があり、をの揣請舍に 
よって、全国スポ]ッ指導者述橋 

瞄證会が異足しでおります。ぶ雜 
巧部門別では、各競技座盟巧に各 
が逍脯相の髓技蝴スポ！ッ猜掌者 
協議遍よりなる牟巧競巧別スポ] 
ッ指窜者協議をができている遞-盟 

が多くあります。 

日本ハンドボ]ル協会には、八ん 

語スポ I ッ指導者をおみながらま 

だ租撒きれずに破ってお-ります a 
何としでもホ年度中には形をみ-た 
いものだと思っております。さる 
常務强爭会でも、この件がとり上 
げられ現がの語識がなされ、早急 
なみ後のが策が望まれました。ハ 
ンド I ボ！ルの八ム認スボ -- ッ抱導 
者のを湿巧況は次の裴の通り-でず 
を録載をみるとスポーッ猎等お留 
敷が極端にかないのがわかります 
スポーッ骗專揖は、客都遍厢が 
の体備と接郡道师県競技圃体が一 
致して誰消をめ実施牛るものであ 
る〇スポーッ指增技の役袖りはホ 
としで地域におけるスポーツ沾動 
を吏践しているダル—プやクラブ 
をがをに、導人的、基碼巧なスボ 



























練茲ミ披術をっちかぃ 
妓術ボ信頼をまえる 


きようの反省を、おすの練習に、試 
をに指びつけ寒……スポーツマン 
にとって、大切をむがまえです。常 
により离度なお鞭をめざしてチャレ 
ンジする一•それはブラ•せ W が目ざ 


しているものと一致します0姑術が 
チームゾー トの詹穎を友えるように、 
お香さまの悟賴に応えるのは、窩 
度な技術に支えられた品質おがに 
をいのでずから 〇 



@ ブ7ヴーミシン巧巧任ホを往 















プレス-ルームく 28 > 


お 山 茂 

- (NH K 運動部）一 


■ OG の希望をみかるけど 

诗部圃では 6 年ぶりの窗体とあ- 
って、 化事を酷れ"椒の葉 ハンド 
ボール"を見物した。 

新装の栃木十 3 総合体宵備がハン 
ドポ！ルのために考えられたよう 
な設計だったのは驚いたし、嬉し 
いことだった。 

それに、大きな練習用体育綱が 
が属していたのもよかった。適手 
たちも、これには大喜びで、こラ 
した、む配りの施設が増えると、日 
木の.乂ポーッも、先進のョ — n ッ 
パにぐんと迫いつける。 

冬の全日本繰合などで、練習コ 
1卜に愈れず、東京体育館前め T 
スファルト路上で線習している風 
景は、わがしずぎる^ 

ところで、垢木では、たくさん 
の日 G に会えた。 

二年にいちどの成年みず垒縣参 
如。彼皮たをが、この日をも待ち 
にしていたのが、よくかかった。 

そして「日本リ ー ダ勢は遠盧し 
てもらえるといいのだけど……」 
といういクもの意見も、聞いた。 

礫はいったものだ。「でもね、 
いまの成年女子の県规普欢度をみ 
ると、行：本リ I グ勢や実業团が巧 
場辞退をしても、 OG クラブは、 
そうは増えないと思うよ」。 

ちちろん、彼女たちち熬っては 
いない。_1:そんなことはない。い 
ちど試してごらんなさい口きっと 
一県にニチ^ムや一ニチ！ム： * I 「 


そうよ、.そうよ」。 

たしかに、それもみかる。しか 
し.、僕は、日本リ I ダ加盛チ ー ム 
や、实業圓チ L ムが廣ようが苗ま 
いが、つねに一県に、.二、 S など 
といわず、ちつも六つも脚 OG ク 
ラブが活動していて裸しい々 

そクしたザ態勢，がととのっお 
ところで、同体の八辭啟 V を攀ん 
でもらいたいのだ。 

「いってる愚味はかかるけど、 
だけどねユ……」と、 OG たちの 
、むからの賛同は、.轉をれず-た舞だ 
ったが、これは、なにも OG たち 
に"責任"があるわけではない。 

日本協会なり地方協会なりを頭 
る人たちが、がりにふれ OG の卜 
!ナメントを積極的に願催するこ 
とでも、お々、成果はあがるハダ 
である。 

いい言葉でほないボ、「国体を 
エサにしなければ、一般女子のお 
充が企れない」というのでは、辄 
りなさすぎる。 

それに、国体令；邮參加のザとい 
いなボら、今年 5 巧ホ現なの日永 
協会登録で一般女子ゼロの地方協 
をが6拱もあるのである。 

この現がのなかでは、せ彼て、 
案業圃といク名のトップチ}ムに 
よ-つで、"活況"を保ってちらわ 
ないと、日本の 一 般ホモ界は、ま 
つたく、その存をを忘れられてし 
まう と、僕は思う。 


■法人化を前に静かすぎませんか 

懸案の財団法人化が、どう专ら 
年2には、ということ.である。 

その割に、口本協会周辺は静か 
だで法人化ボ果たされたら、いま 
な上に、ハンドボールの諮搔にお 
ずるを尝的寅巧が増大されるであ 
る'うに、-いっころに、活気のある 
蘭きがおされないのは、す思議と 
しか、いいようがない。 

ひところめ法ん化への関、むは、 
「理事觀」がどうなるか、の一点 
だけだったのだよ、などという辛 
らつなみかたを口にする人もいた 
が、新理事のかたの責任感とみれ 
ば、聞き流せた。 

だボ、それは、いささか、こち 
らのみ-かたの甘さだった、となる 
とにわかに r な人後」が、、む配に 
なって くる。 

调えば、法人化されれ强、各尊 
門.委員会と事務掃の働きが、大き 
な拖遮嫂になるわけなのだが、か 
なくと も、いまのまま、なだれこ 
んだら、；気に動脈極化を来すだ 
ろう。 

事務扇に適確な猎示を与える人 
皂かければ、かといって事務扇に 
ある範範巧での樵限を与えている 
わけでもない。 

法人’とし.ての事業を誰がどう考 
え-ていくか、.にしたうて、もうそ 
ろそろ アウトライン なりが 明营ら 
かにされ心もいいのだボ、いづこ 
うに、モめ気配はない。 


全国大会の回数を、年ごとに一 
つづつ増やしていくだけのことな 
ら、なにも、法人にするぶ要など 
ないのだけ 

法人を急いだのにほ、それだけ 
の理由が.あったのだろうし、気構 
えも、備わっていたと思いたい。 

法人化が秋読みとなった今も、 
これまでどおり、常務理事会が月 
に一回のままという神姪も恐れい 
る0 

一週に一度、せめて十日に.一度 
は、常務理事が集合し、法人後の 
飛躍になか.って、策をこうじで欲 
しかった0 ; 

旧態依然の感裳で法人となるな 
ら、何度もいうようだが、その活 
動は、すぐに巧き藉まる。 

「そんなことで法人化後、うま 
くコトポ遥びますか」と懸念ずる 
僕を、何人もの人がこないっで慰 
めてくれた。 

i, 君はいったい、法人になる目 
本協会になにを期待しているのだ 

変わりようがあるとでも思うの 
かい」と。 

情ないボいわれてみれば、そん- 
なもの かな、 とも思う。 

でも、四十二年にわたる日本ハ 
ンドボール協会の歴史.を閉じてま 
で迎える新しい出発なのだ。変わ 
りようがないで終まされていい.も 
'©だろろか。「法人になったら」 
と希望を抱いている人は撲だけで 
はないハズである。 
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6 を"まごころのおつ寒あい"が 
私たちのモッ I -一です 
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そ知な時、安全な待避小屋が續えておれが、あな 
たの in レフ霸は完璧です。 
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W 年経っても大喊電気 

化年ぶりで银活した寄4回麗泉 
冀樂麗ホ指(量でのみ)は、9 
巧如、嫂の両日.横箱文化体肯館に 
W チ I ムが眷加し.て卜！ナメント 
化巧で争われを。 

が腺は太赔竜気(靖ぶ) X 二梟 
(畢逗の白本リ！ダ2馨の賴 
をせとなり、準決蝶で一二陽商を ( 
重が〕を做って慮気あがる大畴が 
媛半力おあふれる攻擊で II: 嵩を巧 
き放した。 

大崎はお、邮、が年の邮3巧に 
も俊聰しており、これで4連腺。 

3 がに入った中が荷な遵輔(来 
志)は、ず春冤足したチ}ム。 

なお、ホ子は口靖の関係で巧わ 
れず、お年に復帯の予定。 

で1回戦 


も葉01巢)の ^ U 


口本原子 
力研凑城) 

太綺軍気 
(埼玉) 

セントラ 
ル白励丰 
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中が荷役巧_3 

運翰 C 吏京) 2 1 


那 II ^ 

が ——。。 
如 -目 


麗化- 

V 準々決酷 


iu 


一二陽商を6へ化—3ン，丸霄石池 
(畫愛主如— 4 ; 7 平薬 

ホ崎—兴 n 了賴辭 

4、 W — 日一3セントラ 
ル自顚卑 

S {型；：。 U 星商を 


中が荷搜 
運翰 

S •景 

靠衰 

v 準巧驟 


一二 貴 
V 決殿 
大姆電気 


况(顧！！相ぷミ 


女子でサ養ク補優勝 


弓本爵智 

辞を W ) 

を旧をな 

菓寶 

日本詔条 
へ神'川) 

a 崖む油 
化学(千葉) 

|ニホ石細 
.化谭千楽 
(モ葉) 

出光興座 
モ架罕蛮) 


東邦高 


口-つ 


氷郷ク 


千葉ク进——4乘邦荷 
▽同決麟 

昭和学願 


チ葉夕及，パ U ) 

▽中学男子決勝 


i 爲 


盛岡商友会巧^化量を球会 
一> 同決颇 

岩ホ敦な碼岡商ぶ. 
1>间2部準哉驟 


巧 ^ U —— U 相箭 111 粒ホ大 W —— W 


大轉霄気 S (吐 In ) 兰一一踢商会 

里。，し？ V 運輪ぉ 


景 


▼第7回千造県綾を選手権 ( EI 月 
佐巧商体育節) 
w お子準々決勝 

モ葉教巧-4お邦お 

巿原ク巧——7小金ク 
木更津ク39清ぶ夕 

若潮夕 W I U 佐原夕 

£>同準決麟 

千葉教員班 ！一 --8巧瞭夕 
若潮夕祀——別木更泮ク 
▽同決瞒 

モ讓員雙觸 U 。 另若潮夕 
▽女ず準々み滕 

昭和学隘说日^^4朝顔ク 
流山中央商の——2佐原髙 


千葉ク W ——3佐原女高 
V 同準決胳 

昭和学院商批^—日流山中央商 


f > 同女子決勝 

を頗四不戦鹽ホ川一二 
顯がク、ホお同志会に大勝 
マ.第；；回秋田県民体育たをハンド 
ボ—ル競技(湯'が掃) 

▽ !殺異子1凹戦 (3 試を〕 

大農クが一^巧下化手ク 
大曲ク551巧 VSOP 
大曲同志会巧—；:けナミキ宝石ク 
▽同準決勝 

類沢クが一■巧大農ク 
大曲同を会巧——大曲ク 
▽同決勝 

»沢夕が { IU 接姑ぉ同志 

▽高校男子準決滕 
大曲農—— S 秋阳南 
場 が別—— S 3 ぶ 曲 
▽同決勝 

大曲農义ぶ愚.が 
▽同み子決勝 

ぉ洋及 W I のホぉ撰： 

高极は盛罔商と巧卷廟 

▼第お回岩手県民体育太をハンド. 
ボ！ル競热(巧減を商】 

▽一般巧で1部準法席 
岩ず教員ク別 ，11 別が卷ク 


盛岡ク 
氷沢〇丘 


替ホロ游餓が——-巧 
V 巧決勝 

若モ大如^^ r 」 岩手自衛践 


正強鳥) 

1>巧子 A ブロック準決滕 
'顔 上 9——15 正 強 
奈 良；319斑 鳩 

D > 同露 

蔬 上7奈 を 
{> 同巨ブロック決勝 

盧 原 U -5に 隊 

泉良工 U ——9郡 山 


巧同な腾 


V 同ホ子が雖 

桐な夕巧3一一蚕ホ会奈良工別—— E ：3 桓 原 

一巧子準々決離 
盛.岡一站——岩手裤 
盛闹前如—も生活学磯 
巧卷化巧化太 坦 
盛岡四放だ巧舉農 
▽同準が勝 

盛岡縣 S ^肅瞬一 
盛网凹對 -.1 S 巧眷化 
V 同'決離 


肅岡宿な(則：： S ) 化盛岡四 


V 問ホ子擎々诀腺 
化聲南化..— -1 
ザ 疵 S -1，。 

巧植化 . U ——— ィ 
疵岡二巧。 

V 材準決勝 
巧を南巧。 

盛岡1 1 、ぷ 1 —C 
r>d を基 

化—を r { nl 岡二 

燕上、郡山を勝つ 
▼第お回奈畏県茵校総悴 (9 巧’ 


慕が商 
巧發農 
蓋む祐 

惡ぉ舊 

旨 

す 靖 
巧卷化 


!>女子 A ブロック準決滕 
帝，塚ん。日112 j 条 

那 山ち-1短大付 

▽同ホ勝 

郡，3巧 —— 1帝塚山 
V同 B ブロック準決勝 
添 上幼——〇を 駒 

十津川 U -2桓 原 

口、同決勝. 

添 上 5-4 十津川 

マ.第7回青森社会人秋季大会 (W 
巧•青森巧民体育館)=巧子のみ 
▽準々被勝 

青森ク§ —— S 十が田ク 
柴揀会 9 C 分}9化里大‘ 
P X C 2 — 1で紫球会の勝ち 
青森ク B の——巧大縷航空隊 
お I 尸ユニ'オンの— W 野巧地ク 

0準決勝 

宫森夕 S —紫球会 

肯森ク丘’化(延〕巧わ戸ユニオン 

思か勝 

育蘇ク姑(別；7戶)那富森ク B 
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デザインが感触が新し v、.J 


_ MGH 3 ¥4,60日(横ま球） 

啡奪 IT ムエ業株が舎夕 i 

広奋•まを•大巧•をを屋•福岡 


男子で本田技研順当勝ち 
▼第則回 I 二重県綻合選手権 ( g 月 
4し實 

万巧子準々決勝 

尾辭ク现——2ジャスコ女子 
本苗お研现——巧一一一重教員 
木巧找研 CPS ——セブンスター 
本阳投研 C 如——9ボラクトーズ 
▽同準決勝 

本巧投研别——巧本巧技研 B 
本阳お研 C 别—— S 尾幫ク 
▽同決勝 

畜—典国 N 譽3田— 

八を V . ジャスコ女子チ！ムボ男子 
忙倚规聲加、1回戦で高巧商ぉに 
如_^*7、2回戦で海星高に如— 
8、■: Q 凹戰で亀山商 OB にお — 5 
で騰ち、ベストエィト入りした。 
「 V 女子準々ホ勝 
嘘 OG ——8津女高 B 
骗高 B : h ^-7 むつみケ丘ク 
津ホ高。——,8阳日ず前 B 
巧が辨—6 骑 髙 

? /V 3 t>s#v 

名大ク、第1回大会落とず 
が円光大ク国賴是期戦 
带独チームによるおの本格的国 
駿.足期麟として注目されている名 
ホ展太夕(愛知)と韓国•円光大 
夕の第1圓拒潮戦は W 月.3、鈍 U 
を十；：猩大夕が遠征しでれわれ.、円 
光ホタボ2滕をあげて*優勝 W し 

ち 


▽同準が滕 

淳女高孤 II U 焼 OG 
焼高 B じ(延) W 田が觀 OG 
▽同決勝 

骑高 7 gu ^3 津女髙 


ブロック中学大会 
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▽同決勝トーナメント1回戦 
.14— 目 \ 
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第2回.定朔戦は、来年8月、円 
光大夕が来日、を古屋で巧われる 
予を。 

▽第1戦 ( S 月の日•全州市立体 

H ： ホ - K ク s ( lu)s ホ 
▽第2戦 ( W 日.円光大体育館) 

円光ク盏 Ng ) 完薑大 
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ホリポ I ク，-赛集編集霎 
貝杂では、口本協会お团化人 
後の体輔としてを地の常遥靑 
髓者(リボータ ー) を慕りま 
ず。原則として沉ホな下。 
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歩速く。 


鋭し、タッシ ュ、 確かなストップが 
-ム展開を有利にする。 



ァシックスタイボーのハンドボールシューズはスタートダツシュが 
鉛く速くでき、ストップが確軍にできるシュースマシンです。 
だからどのような状況のプレーにも「一歩速く，スムースじ動く 
ことができます。おってディフ王ンスを怯くことも容易でノー 
マークのが況をつくりがすことができます。また「巧」から「を J 
への転巧もスムースで速くできます。 

勝つためにこの一足をぜひ。 
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